
部

椿

可
画
継
L

小

考

は
し
が
き

郵
椿
の
絵
画
論

山
水
画
に
お
け
る
気
|
|
気
勢

・
気
象

部
椿
の
絵
画
論
に
お
け
る
「
創
意
」

お
わ
り
に

〈付〉

『画
継
』
の
依
拠
資
料

『宣
和
函
譜
』
と
の
関
係

は
し
が
き
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『画
継
』
は
、
南
宋
の
郵
棒
が
、

『歴
代
名
画
記
』

『

図
画
見
聞
誌
』
を

継
ぐ
画
史
と
し
て
編
纂
し
た
書
物
で
あ
る
。
そ
の
記
述
対
象
は
北
宋
後
半
か
ら

南
宋
初
期
に
渉
り
、
伝
記
の
み
な
ら
ず
、
徽
宗
画
院
の
詳
細
な
記
述
等
、
中
国

絵
画
史
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
の
時
期
を
知
る
た
め
の
重
要
な
文
献
で
あ
る
。

さ
て
、
温
肇
桐
氏
は

『中
国
絵
画
批
評
史
恥

』
に
お
い
て
、
郵
椿
に
つ
い
て
、

以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

-
文
人
画
隆
盛
期
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
影
響
を
最
も
強
く
受
け
、

「
画
者
、
文
之
極
也
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
画
工
を
い
や
し
み
、
高

人
逸
士
画
家
を
尊
ん
だ
。

-
絵
画
の
要
諦
は
「
伝
神
」
に
あ
り
、
そ
れ
も
、
人
の
神
の
み
な
ら
ず
、
も

の
に
神
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
結
局
は
、
「
画
法
以
気
韻
生
動

宇
佐
美

文

理

為
第
一
」
で
あ
る

0

・
品
第
に
お
い
て
は
「
逸
品
」
を
最
上
位
に
置
く
こ
と
に
賛
意
を
表
す
。
こ

れ
は
、
宣
和
画
院
の
形
式
重
視
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
が
、
同
時
に
逸
品

を
も
「
未
免
乎
祖
師
」
と
し
、
全
面
的
に
支
持
す
る
わ
け
で
は
な

W
o

・
「
其
為
人
也
多
文
、
難
有
不
暁
商
者
寡
失
、
其
為
人
也
無
文
、
難
有
暁
画

者
寡
失
」
と
さ
れ
、
批
評
家
に
対
し
て
も
文
芸
に
対
す
る
修
養
が
求
め
ら

れ
た
。

部
椿
の
思
想
は
ま
ず
以
上
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

本
稿
は
、
こ
の
基
本
的
な
見
方
を
も
と
に
、
さ
ら
に
都
椿
の
思
想
を
分
析
し
、

そ
の
画
論
史
上
に
お
け
る
位
置
を
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

郵
椿
の
絵
画
論

部
椿
の
絵
画
論
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
絵
画
と
詩
と
の
関
係
で
あ
ろ
う
。

後
に
〈『
画
継
』
の
依
拠
資
料
〉
に
お
い
て
考
察
す
る
よ
う
に
、
部
構
は
、
画

家
の
伝
記
を
立
て
る
際
に
、
題
画
詩
を
一
つ
の
中
心
材
料
と
し
て
い
る
。
そ
の

画
家
に
関
す
る
情
報
は
題
画
詩
だ
け
、
と
い
う
画
家
も
、
ま
ま
見
ら
れ
る
。
こ

れ
は
、
そ
の
題
画
詩
か
ら
、
そ
の
画
家
の
画
風
、
あ
る
い
は
そ
の
作
品
自
体
が

想
見
さ
れ
る
と
い
う
郵
椿
の
認
識
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
彼
自
身
、
こ
の

こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

則
ち
其
の
風
旨
を
知
る
べ
し
。

(
巻
二
、
趨
士
雷
〉
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〉
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詩
意
此
の
如
け
れ
ば
、
則
ち
其
の
合
事
運
思
を
知
る
べ
し
。
(
巻
二
、
趨

宗
漢
)

此
の
画
に
非
ざ
れ
ば
、
此
の
詩
に
称
は
ざ
る
な
り
。
(
巻
三
、
顔
博
文
)

趣
尚
の
高
き
こ
と
、
此
の
如
き
者
有
り
。
(
巻
四
、
劉
延
齢
)

そ
れ
ぞ
れ
、
題
画
詩
を
引
用
し
た
あ
と
の
郵
椿
の
言
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
四
例
の
如
き
発
言
の
な
い
条
に
お
い
て
も
、
部
椿
は
同
様
に
題
画
詩
に
よ
っ

て
絵
画
を
記
述
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
認
め
て
よ
か
ろ
う
。

さ
ら
に
、
郵
椿
が
し
ば
し
ば
用
い
る
「
意
韻
」
と
い
う
言
葉
、
ま
た
、
至
る

と
こ
ろ
に
現
れ
る
、
「
清
」
字
と
熟
し
た
言
動
、
例
え
ば

「
清
麗
」「
清
雅
」

「
清
潤
」

「
清
絶
」
「
清
遠
」
「
清
高
」
「
清
癒
」

「清
勤
」
「
清
趣
」
「
清
秀
」
「
清

逸
」
は
、清

遠
浄
深
、
一
に
工
気
を
洗
ぐ
。

(巻
三
、
高
蕪
)

が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
「
画
工
の
風
気
」
が
そ
そ
ぎ
落
と
さ
れ
た
結
果
と
し

て
の
「
清
」
で
あ
り
、
「
高
人
逸
士
」
た
る
べ
き
画
家
の
精
神
を
表
す
と
同
時

に
、
そ
の
画
面
に
求
め
ら
れ
る
詩
情
と
関
わ
り
が
深
い
こ
と
は
十
分
予
想
で
き

る
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
さ
ら
に
我
々
が
注
目
す
る
の
は
、
か
の
「
気
韻
」
の
問
題
で
あ
る
。

郭
若
虚
は
周
知
の
如
く
、
そ
の

『図
面
見
聞
誌
』
巻
一
の
「
論
気
韻
非
師
」

に
お
い
て
、

人
品
既
己
に
高
け
れ
ば
、
気
韻
高
か
ら
ざ
る
を
得
ず
。
気
韻
既
巳
に
高
け

れ
ば
、
生
動
至
ら
ざ
る
を
得
ず
。

と
し
、
画
家
の
人
品
の
高
下
が
、
作
ら
れ
た
絵
画
の
気
韻
を
左
右
す
る
と
考
え

⑤
 

た
cし

か
し
、
郵
椿
は
そ
れ
に
対
し
、
い
さ
さ
か
異
な
っ
た
意
見
を
持
つ
。

温
肇
桐
氏
も
指
摘
す
る
、

「
対
象
の
気
」
の
問
題
で
あ
る
。

部
椿
は
、
以
下
の
引
用
の
知
く
、
謝
赫
の
「
気
韻
生
動
」
と、

先
に

郭
若
虚
の

「
人
品
高
、
気
韻
高
」
を
、
「
伝
神
」
つ
ま
り
、
人
に
神
有
る
の
み
な
ら
ず
、

物
に
も
神
有
る
を
知
る
、
あ
る
い
は
表
し
得
る
、
と
い
う
観
点
か
ら
結
合
さ
せ

た
の
で
あ
る
。

画
の
用
為
る
、
大
な
り
。
天
地
の
聞
に
盈
つ
る
者
は
、
万
物
悉
く
皆
喜
を

含
ん
で
思
い
を
運
ら
せ
、
曲
さ
に
其
の
態
を
尽
く
す
。
而
し
て
能
く
曲
尽

す
る
所
以
の
者
は
、
止
だ
一
法
の
み
。
一

な
る
者
は
何
ぞ
や
。
日
く
、
伝

神
の
み
。
世
徒
だ
人
の
神
有
る
を
知
れ
ど
も
、
物
の
神
有
る
を
知
ら
ず
。

此
れ
若
虚
の
深
く
衆
工
を
都
し
み
、
画
と
臼
ふ
と
難
も
画
に
非
ず
と
謂
ふ

者
、
蓋
し
止
だ
能
く
其
の
形
を
伝
ふ
る
の
み
に
て
、
其
の
神
を
伝
ふ
る
能

は
ざ
る
な
り
。
故
に
画
法
は
気
韻
生
動
を
以
て
第
一
と
為
す
。
而
し
て
若

虚
の
独
り
軒
昆

・
巌
穴
の
み
に
帰
す
る
は
、
以
有
る
な
り
。
(
『画
継
』
巻

九
、
論
遠
第
二
条
)

我
々
は
ま
ず
こ
こ
で
、
郭
若
虚
で
は
画
家
の
気
韻
が
画
面
に
表
さ
れ
る

(現

れ
る
)
の
に
対
し
て
、
部
椿
の
場
合
は
、
画
か
れ
る
対
象
の
「
神
」
を
画
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
「
神
」
が
「
気
韻
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
て
お
こ
う
。

さ
ら
に
郭
若
虚
に
は
、
次
の
よ
う
な
発
言
が
あ
る
。

凡
そ
画
、
気
韻
は
瀞
心
に
本
づ
き
、
神
彩
は
用
筆
に
生
ず
。
用
筆
の
難
き

は
、
断
じ
て
識
る
ベ
し
。
故
に
愛
賓

(張
彦
遠
)
、
唯
だ
王
献
之
の
み
能

く

一
筆
書
を
為
り
、
陸
探
微
の
み
能
く
一
筆
画
を
為
る
を
称
す
。

(『
図
画

見
聞
誌
』
巻
一
「
論
用
筆
得
失
」

〉

郭
若
虚
は
、
気
韻
を
、
人
品
に
よ
る
も
の
と
考
え
た
。
つ
ま
り
、
極
言
す
れ

ば
、
「
務
、
情
」
を
も
っ
た
画
家
、
つ
ま
り
「
人
品
高
き
」
画
家
が
描
け
ば
、
「
気

韻
」
は
と
り
あ
え
ず
備
わ
る
。
あ
と
問
題
と
な
る
の
は
「
用
筆
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
部
椿
は
い
さ
さ
か
異
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
郭
若
虚
の
「
人
品
高
、

162 

詩
意
此
の
如
け
れ
ば
、
則
ち
其
の
合
事
運
思
を
知
る
べ
し
。
(
巻
二
、
趨

宗
漢
)

此
の
画
に
非
ざ
れ
ば
、
此
の
詩
に
称
は
ざ
る
な
り
。
(
巻
三
、
顔
博
文
)

趣
尚
の
高
き
こ
と
、
此
の
如
き
者
有
り
。
(
巻
四
、
劉
延
齢
)

そ
れ
ぞ
れ
、
題
画
詩
を
引
用
し
た
あ
と
の
郵
椿
の
言
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
四
例
の
如
き
発
言
の
な
い
条
に
お
い
て
も
、
部
椿
は
同
様
に
題
画
詩
に
よ
っ

て
絵
画
を
記
述
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
認
め
て
よ
か
ろ
う
。

さ
ら
に
、
郵
椿
が
し
ば
し
ば
用
い
る
「
意
韻
」
と
い
う
言
葉
、
ま
た
、
至
る

と
こ
ろ
に
現
れ
る
、
「
清
」
字
と
熟
し
た
言
動
、
例
え
ば

「
清
麗
」「
清
雅
」

「
清
潤
」

「
清
絶
」
「
清
遠
」
「
清
高
」
「
清
癒
」

「清
勤
」
「
清
趣
」
「
清
秀
」
「
清

逸
」
は
、清

遠
浄
深
、
一
に
工
気
を
洗
ぐ
。

(巻
三
、
高
蕪
)

が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
「
画
工
の
風
気
」
が
そ
そ
ぎ
落
と
さ
れ
た
結
果
と
し

て
の
「
清
」
で
あ
り
、
「
高
人
逸
士
」
た
る
べ
き
画
家
の
精
神
を
表
す
と
同
時

に
、
そ
の
画
面
に
求
め
ら
れ
る
詩
情
と
関
わ
り
が
深
い
こ
と
は
十
分
予
想
で
き

る
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
さ
ら
に
我
々
が
注
目
す
る
の
は
、
か
の
「
気
韻
」
の
問
題
で
あ
る
。

郭
若
虚
は
周
知
の
如
く
、
そ
の

『図
面
見
聞
誌
』
巻
一
の
「
論
気
韻
非
師
」

に
お
い
て
、

人
品
既
己
に
高
け
れ
ば
、
気
韻
高
か
ら
ざ
る
を
得
ず
。
気
韻
既
巳
に
高
け

れ
ば
、
生
動
至
ら
ざ
る
を
得
ず
。

と
し
、
画
家
の
人
品
の
高
下
が
、
作
ら
れ
た
絵
画
の
気
韻
を
左
右
す
る
と
考
え

⑤
 

た
cし

か
し
、
郵
椿
は
そ
れ
に
対
し
、
い
さ
さ
か
異
な
っ
た
意
見
を
持
つ
。

温
肇
桐
氏
も
指
摘
す
る
、

「
対
象
の
気
」
の
問
題
で
あ
る
。

部
椿
は
、
以
下
の
引
用
の
知
く
、
謝
赫
の
「
気
韻
生
動
」
と、

先
に

郭
若
虚
の

「
人
品
高
、
気
韻
高
」
を
、
「
伝
神
」
つ
ま
り
、
人
に
神
有
る
の
み
な
ら
ず
、

物
に
も
神
有
る
を
知
る
、
あ
る
い
は
表
し
得
る
、
と
い
う
観
点
か
ら
結
合
さ
せ

た
の
で
あ
る
。

画
の
用
為
る
、
大
な
り
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天
地
の
聞
に
盈
つ
る
者
は
、
万
物
悉
く
皆
喜
を

含
ん
で
思
い
を
運
ら
せ
、
曲
さ
に
其
の
態
を
尽
く
す
。
而
し
て
能
く
曲
尽

す
る
所
以
の
者
は
、
止
だ
一
法
の
み
。
一

な
る
者
は
何
ぞ
や
。
日
く
、
伝

神
の
み
。
世
徒
だ
人
の
神
有
る
を
知
れ
ど
も
、
物
の
神
有
る
を
知
ら
ず
。

此
れ
若
虚
の
深
く
衆
工
を
都
し
み
、
画
と
臼
ふ
と
難
も
画
に
非
ず
と
謂
ふ

者
、
蓋
し
止
だ
能
く
其
の
形
を
伝
ふ
る
の
み
に
て
、
其
の
神
を
伝
ふ
る
能

は
ざ
る
な
り
。
故
に
画
法
は
気
韻
生
動
を
以
て
第
一
と
為
す
。
而
し
て
若

虚
の
独
り
軒
昆

・
巌
穴
の
み
に
帰
す
る
は
、
以
有
る
な
り
。
(
『画
継
』
巻

九
、
論
遠
第
二
条
)

我
々
は
ま
ず
こ
こ
で
、
郭
若
虚
で
は
画
家
の
気
韻
が
画
面
に
表
さ
れ
る

(現

れ
る
)
の
に
対
し
て
、
部
椿
の
場
合
は
、
画
か
れ
る
対
象
の
「
神
」
を
画
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
「
神
」
が
「
気
韻
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
て
お
こ
う
。

さ
ら
に
郭
若
虚
に
は
、
次
の
よ
う
な
発
言
が
あ
る
。

凡
そ
画
、
気
韻
は
瀞
心
に
本
づ
き
、
神
彩
は
用
筆
に
生
ず
。
用
筆
の
難
き

は
、
断
じ
て
識
る
ベ
し
。
故
に
愛
賓

(張
彦
遠
)
、
唯
だ
王
献
之
の
み
能

く

一
筆
書
を
為
り
、
陸
探
微
の
み
能
く
一
筆
画
を
為
る
を
称
す
。

(『
図
画

見
聞
誌
』
巻
一
「
論
用
筆
得
失
」

〉

郭
若
虚
は
、
気
韻
を
、
人
品
に
よ
る
も
の
と
考
え
た
。
つ
ま
り
、
極
言
す
れ

ば
、
「
務
、
情
」
を
も
っ
た
画
家
、
つ
ま
り
「
人
品
高
き
」
画
家
が
描
け
ば
、
「
気

韻
」
は
と
り
あ
え
ず
備
わ
る
。
あ
と
問
題
と
な
る
の
は
「
用
筆
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
部
椿
は
い
さ
さ
か
異
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
郭
若
虚
の
「
人
品
高
、
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気
韻
高
」
と
い
う
考
え
方
自
体
を
受
け
継
ぐ
こ
と

は
先
の
引
用
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
郵
椿

は
、
そ
の
気
韻
を
単
に
作
者
の
気
韻
に
基
づ
く
も

の
と
せ
ず
、
描
か
れ
る
対
象
が
も
っ
気
に
注
目
し
、

そ
れ
が
描
か
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
郭
若
虚
と
比
べ
る
と
、
い
さ
さ
か

復
古
的
(
気
韻
を
対
象
の
気
に
求
め
よ
う
と
す
る

の
は
、
『
古
画
品
録
』
で
あ
っ
均
)
と
も
い
え
る

考
え
方
は
、
ど
う
い
う
文
脈
か
ら
出
て
く
る
の
か
。

そ
れ
を
、
山
水
画
に
お
け
る
気
を
手
が
か
り
に
し

て
考
え
て
み
た
い
。

図ー

山
水
画
に
お
け
る

Z
E
-
-気
勢
・
気
象

伝関同「秋山l晩翠図」

台北故宮博物院

ま
ず
郭
若
虚
の
考
え
か
ら
確
認
し
て
お
き
た
い
。

山
水
を
画
く
は
、
唯
だ
営
丘
の
李
成
、
長
安

の
関
問
、
華
原
の
活
寛
の
み
、
知
日
は
妙
に
し

て
神
に
入
り
、
才
は
高
く
し
て
類
を
出
づ
。

三
家
鼎
時
し、

百
代
の
標
程
た
り
。
(
『
図
面

見
聞
誌
』
巻
一
「
論
三
家
山
水
」

)

さ
ら
に
郭
若
虚
は
、
彼
ら
に
先
立
つ
王
維
、
李

恩
訓
、

剤
治
、
あ
る
い
は
彼
ら
を
学
ん
だ
翠
院
深
、

劉
永
、
紀
真
の
名
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
の
画
家
達
が
、

こ
の
三
家
に
は
及
ば
ぬ
と
論
断
し
、
さ
ら
に
郭
若

虚
に
近
い
時
代
の
王
士
元
、
王
端
、
燕
(
文
)
貴
、

許
道
寧
、
高
克
明
、
郭
照
、
李
宗
成
、
丘
前
ら
を
、

「
三
家
を
経
と
す
れ
ば
、
諸
子
の
レ
ベ
ル
に
す
ぎ

図二
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な
い
」
と
喝
破
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
三
家
の
画
風
、
あ
る
い
は
長
所

を
、
次
の
よ
う
に
表
現
す
る
。

夫
れ
気
象
粛
疎
、
姻
林
清
瞭
、
事
鋒
穎
脱
、

墨
法
精
微
な
る
者
、
営
丘
の
製
な
り
。
石
体

竪
凝
、
雑
木
豊
茂
、
台
閣
古
雅
、
人
物
幽
問

な
る
者
、
関
氏
の
風
な
り
。
峯
繍
山
湾
厚
、
勢

状
雄
強
、
捨
筆
倶
均
、
人
屋
皆
質
な
る
者
、

沼
氏
の
作
な
り
。

(『
図
画
見
聞
誌
』
同
右
)

そ
れ
ぞ
れ
、
作
品
か
ら
こ
の
文
章
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
を
知
る
た
め
、
い
く
つ
か
図
版
を
掲
げ
た
。

李
成

「
喬
松
平
遠
図
」

(
図
一
)
、
関
同
「
秋
山
晩

翠
図
」
(
図
二
)
、
活
寛
「
渓
山
行
旅
図
」

(図
三
)。

と
り
わ
け
関
同
の
「
石
体
堅
凝
」
、
活
寛
の
「
峯

轡
津
厚
」
は
、
作
品
か
ら
も
直
接
う
な
ず
け
る
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
関
問
、
活
寛
に

共
通
し
て
み
ら
れ
る
特
質
を
、
「
気
運
」
あ
る
い

は
「
気
勢
」
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
、
曽
布
川
寛
氏
の
説
く
如
く
で
あ
旬
。
気
勢
と

は
山
の
持
っ
て
い
る
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、

そ
れ
は
静
的

(潜
勢
的
)
に
も
動
的
に
も
表
現
さ

れ
る
。
関
同
は
よ
り
動
的
、
活
寛
は
静
的
と
い
え

よ
う
か
。

山
の
う
ね
り
、
あ
る
い

は
山
の
も
つ
量

感
に
よ
っ
て
気
勢
を
表
現
し
た
も
の
と
し
て
、
こ

の
沼
寛
と
関
同
は
と
ら
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
よ
り

気
勢
を
視
覚
的
に
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
剤

図三荊浩「雪景山水図」ネルソン美術館図四

164 

m寛「渓山行旅図J
台北故宮博物院

な
い
」
と
喝
破
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
三
家
の
画
風
、
あ
る
い
は
長
所

を
、
次
の
よ
う
に
表
現
す
る
。

夫
れ
気
象
粛
疎
、
姻
林
清
瞭
、
事
鋒
穎
脱
、

墨
法
精
微
な
る
者
、
営
丘
の
製
な
り
。
石
体

竪
凝
、
雑
木
豊
茂
、
台
閣
古
雅
、
人
物
幽
問

な
る
者
、
関
氏
の
風
な
り
。
峯
繍
山
湾
厚
、
勢

状
雄
強
、
捨
筆
倶
均
、
人
屋
皆
質
な
る
者
、

沼
氏
の
作
な
り
。

(『
図
画
見
聞
誌
』
同
右
)

そ
れ
ぞ
れ
、
作
品
か
ら
こ
の
文
章
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
を
知
る
た
め
、
い
く
つ
か
図
版
を
掲
げ
た
。

李
成

「
喬
松
平
遠
図
」

(
図
一
)
、
関
同
「
秋
山
晩

翠
図
」
(
図
二
)
、
活
寛
「
渓
山
行
旅
図
」

(図
三
)。

と
り
わ
け
関
同
の
「
石
体
堅
凝
」
、
活
寛
の
「
峯

轡
津
厚
」
は
、
作
品
か
ら
も
直
接
う
な
ず
け
る
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
関
問
、
活
寛
に

共
通
し
て
み
ら
れ
る
特
質
を
、
「
気
運
」
あ
る
い

は
「
気
勢
」
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
、
曽
布
川
寛
氏
の
説
く
如
く
で
あ
旬
。
気
勢
と

は
山
の
持
っ
て
い
る
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、

そ
れ
は
静
的

(潜
勢
的
)
に
も
動
的
に
も
表
現
さ

れ
る
。
関
同
は
よ
り
動
的
、
活
寛
は
静
的
と
い
え

よ
う
か
。

山
の
う
ね
り
、
あ
る
い

は
山
の
も
つ
量

感
に
よ
っ
て
気
勢
を
表
現
し
た
も
の
と
し
て
、
こ

の
沼
寛
と
関
同
は
と
ら
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
よ
り

気
勢
を
視
覚
的
に
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
剤

図三荊浩「雪景山水図」ネルソン美術館図四



郵椿 『画継」小考

浩
の
「
雪
景
山
水
図
」
(
図
四
〉
を
掲
げ
て
お
く
。
山
の
う
ね
り
か
ら
感
じ
ら

れ
る
の
は
、
気
勢
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。

さ
て
、
そ
こ
で
問
題
な
の
は
こ
の
李
成
に
言
わ
れ
る
「
気
象
」
で
あ
る
。

「
気
象
」
と
い
う
、
字
義
通
り
に
は
「
気
の
あ
ら
わ
れ
」
と
、
既
に
先
学
に

よ
り
指
摘
の
あ
る
、
こ
の
い
さ
さ
か
難
し
い
言
葉
は
、
中
国
思
想
、
あ
る
い
は

⑨
 

中
国
文
学
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
問
題
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
郭
若
虚
は
こ
の

「
気
象
」
と
い
う
言
葉
を
、
い
か
な
る
意
味
で
使
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

『
図
面
見
聞
誌
』
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
用
例
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

山
水
を
画
く
に
工
み
な
り
。
筆
墨
は
秀
潤
、
善
く
煙
嵐
の
気
象
、

山
川
高

噴
の
景
を
為
る
。
但
だ
林
木
は
其
の
長
ず
る
所
に
非
ず
。
(
巻
四
、
巨
然
)

李
後
、
王
国
を
有
め
し
日
、
嘗
て
周
文
矩
を
し
て
南
荘
園
を
画
か
し
め
、

尽
く
其
の
山
川
の
気
象
、
亭
蓋
の
景
物
を
写
し
、
精
思
詳
備
、
殆
ん
ど
絶

格
と
為
す
。
(
巻
六
、
南
荘
図
)

そ
し
て
、
山
水
を
説
く
場
所
以
外
で
は
、
郭
若
虚
は
こ
の
言
葉
を
使
っ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
煙
嵐
」
と
い
い
、
「
山
川
し
と
い
い
、
「
気
象
」

は
山
水
に
お
け
る
「
気
の
あ
ら
わ
れ
」
を
あ
ら
わ
す
と
見
て
よ
か
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。そ

し
て
、
郭
若
虚
の
言
う
気
象
は
、
我
々
が
現
在
使
う
よ
う
な
意
味
で
の
気

象
、
要
す
る
に
、
空
や
雲
の
様
子
、
さ
ら
に
は
空
や
雲
の
状
態
が
結
果
的
に
も

た
ら
す
、
暑
い
と
か
明
る
い
と
か
い
う
「
気
」
の
状
態
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
と

い
う
想
像
が
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
山
水
画
に
あ
ら
わ
れ
た
「
天

気
」
「
天
候
」
「
気
候
」
と
で
も
い
え
ば
よ
か
ろ
う
か
。
巨
然
は
煙
雲
、
あ
る
い

は
嵐
雨
に
あ
ら
わ
れ
る
天
気
を
、
周
文
矩
は
南
唐
の
山
や
川
の
よ
う
す
か
ら
窺

わ
れ
る
当
地
の
気
候
を
、
画
面
に
表
現
し
て
い
る
、
と
郭
若
虚
は
み
た
の
で
あ

ろ
う
。
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ま
た
、
『
歴
代
名
画
記
』
、
『
官
一
和
画
譜
』
あ
る
い
は

『
画
継
』

乙
士
、
b
v
t
 

劉
整
、
秘
書
省
正
字
に
任
ぜ
ら
れ
、
山
水
を
善
く
し
、
気
象
有
り
。
(
『
歴

代
名
画
記
』
巻
十
)

(
呉
)
情
好
ん
で
頑
石
を
為
り
、
気
象
は
深
除
、
能
く
雲
を
為
り
、
気
象

は
議
格
た
り
。
(
『
歴
代
名
画
記
』
巻
十
)

張
詞
、
南
海
の
人
O
i
-
-
-
館
を
昭
覚
寺
に
仮
る
に
困
り
、
僧
夢
休
の
為
に

早
、
午
、
晩
三
景
図
を
壁
聞
に
作
る
。
率
む
ね
呉
中
の
山
水
の
気
象
を
取

り
、
用
い
て
以
て
落
筆
す
。
(
『
宣
和
画
譜
』
巻
十
)

杭
僧
員
恵
、
山
水
悌
像
を
画
き
、
近
世
の
佳
品
た
り
。
矧
毛
林
木
、
江
南

の
気
象
有
り
。
(
『
画
継
』
巻
五
。
但
し
『
画
史
』
の
記
述
の
引
用
〉

李
遠
、
青
州
の
人
。
営
郎
を
学
び
、
気
象
深
遠
、
崇
・
観
聞
に
名
を
馳
す
。

(
『
画
継
L

巻
六

・
山
水
林
石
)

と
見
え
、
や
は
り
山
水
に
関
係
し
た
と
こ
ろ
に
の
み
現
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら

⑮
 

の
例
も
ま
た
、
郭
若
虚
の
用
法
に
同
じ
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

そ
こ
で
、
先
の
郭
若
虚
の
李
成
評
の
「
気
象
」
に
も
ど
っ
て
み
よ
う
。
「
気

象
薫
疎
し
と
は
、
も
ち
ろ
ん
山
水
画
に
お
け
る
気
の
あ
ら
わ
れ
に
つ
い
て
語
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
「
気
象
」
あ
る
い
は
「
石
体
」
、
「
峯
織
と
は
、
言
わ
ば
誰

で
も
画
く
も
の
で
あ
る
が
、
郭
若
虚
が
評
価
す
る
の

は
、
そ
れ
が
「
粛
疎
」

「
堅
凝
」
「
海
厚
」
で
あ
る
こ
と
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
つ
ま
り
、

「気
象

・
石
体

・
峯
轡
」
の
「
描
き
方
」
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

我
々
は
先
に
、
郭
若
虚
の
「
気
韻
本
乎
務
心
、
神
彩
生
於
用
筆
」
と
い
う
発

言
を
検
討
し
た
。
こ
の
郭
若
虚
の
絵
画
批
評
の
基
本
理
念
に
対
し
、
以
上
考
察

し
た
「
気
象
」
の
持
つ
意
味
は
、
二
次
的
な
も
の
、
つ
ま
り
、
こ
の
「
気
韻
|

用
筆
」
と
い
う
基
本
理
念
と
は
違
い
、
絵
画
作
品
の
実
際
の
画
風
に
か
か
わ
る

も
の
、
と
い
う
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
気
象
」
は
郭

若
虚
に
と
っ
て
必
ず
し
も
画
面
に
必
要
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
「
粛
疎
」

な
気
象
を
示
す
李
成
は
、
そ
れ
が
「
粛
疎
」
で
あ
る
が
故
に
、
特
殊
な
存
在
と



166 

p 

図五伝許道寧「秋山粛寺図J(部分)藤井斉成会

図七燕文責 「江山楼観図巻J(部分)大阪市立美術館



167 郵務 r画継』ノj、考

， 

P
F'コ• 
・・r

図六郭照「早春図J台北故宮博物院

167 郵務 r画継』ノj、考

， 

P
F'コ• 
・・r

図六郭照「早春図J台北故宮博物院



168 

し
て
郭
若
虚
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
郭
若
虚
と
部
椿
を
つ
な
ぐ
存
在
と
し
て
郭
照
の

『林
泉
高
致
』
を

考
え
る
。
郭
照
の
発
言
は
、
郭
若
虚
が
「
気
象
」
と
い
う
言
葉
で
李
成
に
つ
い

て
語
ろ
う
と
し
た
こ
と
を
、
よ
り
明
確
に
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、

次
の
発
言
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

一
氾
寛
を
学
ぶ
者
は
営
丘
の
秀
娼
に
乏
し
く
、
王
維
を
師
と
す
る
者
は
関
全

の
風
骨
を
融
く
。
(
『
林
泉
高
致
』
山
水
訓
)

活
寛
に
欠
け
て
い
る
の
も
の
を
、
「
秀
娼
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
、
結
果
的

に
李
成
の
特
質
を
「
秀
娼
」
と
い
う
言
葉
で
規
定
し
て
い
る
。
で
は
、
そ
の

「
秀
娼
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
そ
れ
は
、

水
は
活
物
な
り
。
:
:
:
畑
雲
を
挟
ん
で
秀
娼
な
ら
ん
と
欲
し
、
渓
谷
を
照

ら
し
て
光
輝
な
ら
ん
と
欲
す
。

山
は
水
を
以
て
血
脈
と
為
す
・・・
・・
・
姻
雲
を
得
て
秀
眉
た
り
。

山
は
雲
無
け
れ
ば
則
ち
秀
な
ら
ず
、
水
無
け
れ
ば
則
ち
娼
な
ら
ず
。
(
共

に
『
林
泉
高
致
』
山
水
訓
)

な
ど
の
如
く
、
水
と
雲
が
画
面
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
「
秀
娼
」

に
と
っ
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

こ
こ
に
、
山
の
も
つ
「
気
勢
」
で
な
く
、
雲
や
水
(
川
)
の
描
写
に
「
秀

娼
」
を
見
い
だ
し
た

『林
泉
高
致
』
の
影
響
力
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

郭
若
虚
は
、

北
宋
初
期
山
水
画
の
一

つ
の
大
き
な
流
れ
で
あ
っ
た
、
一
氾
寛
・
関

同
の
「
気
勢
」
に
注
意
を
向
け
、
こ
の
二
人
を
マ
ス
タ
ー
と
し
て
数
え
上
げ
た
。

そ
し
て
、
あ
と
ひ
と
り
、
「
気
象
粛
疎
」
で
あ
っ
た
李
成
を
取
り
上
げ
る
わ
け

で
あ
る
が
、
郭
若
虚
の
意
識
と
し
て
は
、
李
成
に
言
う
「
気
象
」
は
、
単
に
雲

や
川
が
画
か
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
気
象
か
ら
感
じ
取
ら
れ
る
、

画
面
の
「
粛
疎
」
す
な
わ
ち
「
ひ
っ
そ
り
と
ま
ば
ら
」
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
郭
若
虚
が
注
目
し
た
の
は
、
李
成
が
「
気
象
」
を
画
い
た
こ
と
で
は

な
く
、
気
象
が
「
粛
疎
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
対
し
て
郭
照
は
、
そ

も
そ
も
「
気
象
」
す
な
わ
ち
「
雲
や
水
」
を
画
く
こ
と
自
体
に
意
味
を
見
い
だ

し
、
活
寛
・
関
同
に
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
「
気
象
」
を
、
李
成
に
見
い
だ
そ
う

と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
絵
画
論
と
し
て
は
一
見
後
退
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、

こ
の
郭
若
虚
と
郭
照
の
相
異
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
実
に
山
水
画
自
体
の
発

展
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
気
象
」
の
表
現
に
お
い
て
未
熟
だ

っ
た
段
階
に
お
い
て
は
、

「
粛
疎
」
と
い
う
、
い
わ
ば
枯
れ
た
印
象
を
与
え
て

い
た
。
そ
れ
は
、
し
ば
し
ば
「
寒
林
」
と
表
現
さ
れ
る
李
成
の
流
れ
を
く
む
作

家
群
に
共
通
す
る
特
徴
で
も
あ
る
。
李
成
派
の
重
要
な
作
家
の
作
品
と
し
て
、

許
道
寧
の
「
秋
山
粛
寺
図
」
(
図
五
)
を
掲
げ
て
お
く
。
こ
の
粛
疎
な
寒
林
が
、

高
潔
な
人
格
を
示
す
も
の
と
も
と
ら
え
ら
れ
、
そ
の
点
が
郭
若
虚
に
迎
え
ら
れ

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

W
。
郭
若
虚
が
李
成
の
「
気
象
」
を
評
価
す
る
の
は
、

そ
れ
が
作
者
の
「
気
韻
」
と
結
び
つ
け
れ
ら
れ
て
考
え
ら
れ
た
か
ら
に
他
な
ら

⑫
 

な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
北
宋
山
水
画
は
、
郭
若
虚
の
言
う
三
家
を
経
て
、
次
に
許
道
寧
な

ど
の
李
成
系
の
作
家
に
続
き
、
こ
こ
に
郭
照
と
い
う
大
家
を
迎
え
る
こ
と
と
な

る
。
郭
照
は
無
論
、
剤
浩
・
関
同
・
沼
寛
と
い
う
「
気
勢
」
派
の
流
れ
と
、
李

成
・
許
道
寧
と
い
う
寒
林
平
遠
の
流
れ
を
集
大
成
し
た
画
家
で
あ
る
。

し
か
し
、
先
の

『林
泉
高
致
』
の
発
言
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
郭
照
は
単
に

「
粛
疎
」
な
る
気
象
を
目
指
し
た
の
で
は
な
い
。

再
び
、
先
の
引
用
を
確
認
し
よ
う
。

一
氾
寛
を
学
ぶ
者
は
営
丘
の
秀
娼
に
乏
し
く
、
王
維
を
師
と
す
る
者
は
関
全

の
風
骨
を
触
く
。

(『
林
泉
高
致
』
山
水
訓
)

郭
照
は
、
李
成
の
秀
娼
と
、
関
全
の
風
骨
を
兼
ね
備
え
た
も
の
を
理
想
と
し

て
い
た
。
し
か
も
、
「
秀
娼
」
と
は
、
雲
一
あ
る
い
は
水
と
い
っ
た
「
気
象
」
に
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。
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。
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、
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氾
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に
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し
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、
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と
す
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者
は
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(
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山
水
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活
寛
に
欠
け
て
い
る
の
も
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を
、
「
秀
娼
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
、
結
果
的

に
李
成
の
特
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を
「
秀
娼
」
と
い
う
言
葉
で
規
定
し
て
い
る
。
で
は
、
そ
の

「
秀
娼
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
そ
れ
は
、

水
は
活
物
な
り
。
:
:
:
畑
雲
を
挟
ん
で
秀
娼
な
ら
ん
と
欲
し
、
渓
谷
を
照

ら
し
て
光
輝
な
ら
ん
と
欲
す
。

山
は
水
を
以
て
血
脈
と
為
す
・・・
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・
姻
雲
を
得
て
秀
眉
た
り
。

山
は
雲
無
け
れ
ば
則
ち
秀
な
ら
ず
、
水
無
け
れ
ば
則
ち
娼
な
ら
ず
。
(
共

に
『
林
泉
高
致
』
山
水
訓
)

な
ど
の
如
く
、
水
と
雲
が
画
面
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
「
秀
娼
」

に
と
っ
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

こ
こ
に
、
山
の
も
つ
「
気
勢
」
で
な
く
、
雲
や
水
(
川
)
の
描
写
に
「
秀

娼
」
を
見
い
だ
し
た

『林
泉
高
致
』
の
影
響
力
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

郭
若
虚
は
、

北
宋
初
期
山
水
画
の
一

つ
の
大
き
な
流
れ
で
あ
っ
た
、
一
氾
寛
・
関

同
の
「
気
勢
」
に
注
意
を
向
け
、
こ
の
二
人
を
マ
ス
タ
ー
と
し
て
数
え
上
げ
た
。

そ
し
て
、
あ
と
ひ
と
り
、
「
気
象
粛
疎
」
で
あ
っ
た
李
成
を
取
り
上
げ
る
わ
け

で
あ
る
が
、
郭
若
虚
の
意
識
と
し
て
は
、
李
成
に
言
う
「
気
象
」
は
、
単
に
雲

や
川
が
画
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れ
て
い
る
と
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う
も
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で
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な
く
、
気
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か
ら
感
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取
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れ
る
、

画
面
の
「
粛
疎
」
す
な
わ
ち
「
ひ
っ
そ
り
と
ま
ば
ら
」
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
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つ
ま
り
、
郭
若
虚
が
注
目
し
た
の
は
、
李
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が
「
気
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」
を
画
い
た
こ
と
で
は

な
く
、
気
象
が
「
粛
疎
で
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」
と
い
う
こ
と
で
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。
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し
て
郭
照
は
、
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も
そ
も
「
気
象
」
す
な
わ
ち
「
雲
や
水
」
を
画
く
こ
と
自
体
に
意
味
を
見
い
だ

し
、
活
寛
・
関
同
に
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
「
気
象
」
を
、
李
成
に
見
い
だ
そ
う

と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
絵
画
論
と
し
て
は
一
見
後
退
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、

こ
の
郭
若
虚
と
郭
照
の
相
異
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
実
に
山
水
画
自
体
の
発

展
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
気
象
」
の
表
現
に
お
い
て
未
熟
だ

っ
た
段
階
に
お
い
て
は
、

「
粛
疎
」
と
い
う
、
い
わ
ば
枯
れ
た
印
象
を
与
え
て

い
た
。
そ
れ
は
、
し
ば
し
ば
「
寒
林
」
と
表
現
さ
れ
る
李
成
の
流
れ
を
く
む
作

家
群
に
共
通
す
る
特
徴
で
も
あ
る
。
李
成
派
の
重
要
な
作
家
の
作
品
と
し
て
、

許
道
寧
の
「
秋
山
粛
寺
図
」
(
図
五
)
を
掲
げ
て
お
く
。
こ
の
粛
疎
な
寒
林
が
、

高
潔
な
人
格
を
示
す
も
の
と
も
と
ら
え
ら
れ
、
そ
の
点
が
郭
若
虚
に
迎
え
ら
れ

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

W
。
郭
若
虚
が
李
成
の
「
気
象
」
を
評
価
す
る
の
は
、

そ
れ
が
作
者
の
「
気
韻
」
と
結
び
つ
け
れ
ら
れ
て
考
え
ら
れ
た
か
ら
に
他
な
ら

⑫
 

な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
北
宋
山
水
画
は
、
郭
若
虚
の
言
う
三
家
を
経
て
、
次
に
許
道
寧
な

ど
の
李
成
系
の
作
家
に
続
き
、
こ
こ
に
郭
照
と
い
う
大
家
を
迎
え
る
こ
と
と
な

る
。
郭
照
は
無
論
、
剤
浩
・
関
同
・
沼
寛
と
い
う
「
気
勢
」
派
の
流
れ
と
、
李

成
・
許
道
寧
と
い
う
寒
林
平
遠
の
流
れ
を
集
大
成
し
た
画
家
で
あ
る
。

し
か
し
、
先
の

『林
泉
高
致
』
の
発
言
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
郭
照
は
単
に

「
粛
疎
」
な
る
気
象
を
目
指
し
た
の
で
は
な
い
。

再
び
、
先
の
引
用
を
確
認
し
よ
う
。

一
氾
寛
を
学
ぶ
者
は
営
丘
の
秀
娼
に
乏
し
く
、
王
維
を
師
と
す
る
者
は
関
全

の
風
骨
を
触
く
。

(『
林
泉
高
致
』
山
水
訓
)

郭
照
は
、
李
成
の
秀
娼
と
、
関
全
の
風
骨
を
兼
ね
備
え
た
も
の
を
理
想
と
し

て
い
た
。
し
か
も
、
「
秀
娼
」
と
は
、
雲
一
あ
る
い
は
水
と
い
っ
た
「
気
象
」
に
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⑬
 

重
点
を
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

前
頁
に
、
郭
照
「
早
春
図
」

(
図
六
)
を
掲
げ
る
。
こ
れ
は
、

「
早
春
」
と
題
さ
れ
る
よ
う
に
、

「
春
の
天
気

・
天
候
」
の
表
現

が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
図
の
主
山
の
持
つ
圧
倒

的
な
量
感
、
あ
る
い
は

S
字
上

の
山
の
う
ね
り
は
、
「
気
勢
」

を
表
現
し
、
画
面
上
左
方
の
平

遠
部
、
あ
る
い
は
前
景
に
見
え

る
松
の
表
現
は
、
李
成
の
流
れ
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
李
成
派
の
重
要
な
画
家
で
あ
る
許
道
寧
の
寒
林
に
比
べ
、
潤
い
を

持
っ
た
雲
や
水
の
表
現
、
即
ち
「
秀
娼
」
の
表
現
に
お
い
て
、
郭
照
自
身
が
秀

で
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
「
早
春
図
」
か
ら
も
十
分
う
か
が
わ
れ
よ
句
。
そ
し

て
、
こ
の
早
春
の
気
候
を
表
現
し
た
「
気
象
」
は
、
も
は
や
作
者
の
人
品
と
の

関
連
を
離
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
対
象
の
も
つ
「
気
象
」
を
そ
の
ま
ま
表
現
し
た

も
の
な
の
で
あ
る
。
(
こ
こ
で
は
、
水
や
雲
、
と
り
わ
け
雲
の
「
触
感
」
の
ご

と
き
も
の
を
「
潤
い
」
と
呼
ん
だ
。
)
さ
ら
に
、
郵
椿
の
燕
文
貴
評
、

燕
文
季
、
:
:
:
山
水
を
画
く
に
工
み
な
り
。
清
雅
秀
娼
た
り
。
(
『
画
継
』

巻
六
)

は
、
郭
照
に
見
ら
れ
る
、
雲
と
水
に
よ
る
潤
い
あ
る
画
面
を
、
部
椿
は
燕
文
貴

の
画
面
に
も
見
て
取
る
こ
と
に
よ
り
、
秀
娼
と
い
う
標
語
が
現
れ
た
の
だ
、
と

い
う
想
像
も
、
あ
な
が
ち
無
理
で
は
あ
る
ま
い
。
図
七
に
燕
文
貴
「
江
山
楼
観

図
巻
」
を
掲
げ
る
。
さ
ら
に
こ
こ
で
は
、
李
公
年
「
山
水
図
」
(
図
八
)
を
、

「
秀
娼
」
な
山
水
の
代
表
作
と
し
て
掲
げ
て
お
く
。
画
面
右
下
の
樹
木
の
表
現
、

伝李公年「山水図」

プリンストン大学美術館

図八

図九
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あ
る
い
は
中
央
部
、
下
か
ら
続
く
平
遠
の
表
現
は
、
李
成
の
系
統
を
思
わ
せ
る
。

ま
た
、
気
勢
の
表
現
は
す
で
に
画
面
か
ら
消
え
て
、
「
詩
情
の
表
出
」
へ
の
展

開
を
見
せ
る
作
品
で
あ
る
が
、
李
成
あ
る
い
は
許
道
寧
と
比
べ
、
郭
照
が
見
せ

た
潤
い
が
、
確
か
に
こ
の
図
か
ら
は
感
じ
と
ら
れ
よ
う
。

作
者
の
人
品
の
表
現
と
し
て
、
「
気
象
粛
疎
」
を
尊
重
し
た
郭
若
虚
に
対
し
、

郭
照
を
経
た
郵
椿
は
、
作
者
の
人
品
の
表
現
で
は
な
く
、
対
象
の
「
気
象
」
そ

の
も
の
と
し
て
、
「
気
象
」
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
も
、
「
人
品
」

と
の
関
連
を
あ
え
て
み
な
く
と
も
、
そ
れ
が
描
か
れ
て
い
る
だ
け
で
「
す
ば
ら

し
い
」
と
い
え
る
よ
う
な
「
気
象
」
の
描
か
れ
た
作
品
を
見
た
が
放
に
、
部
椿

は
臨
躍
な
く
、
人
品
|
気
韻
と
い
う
関
連
に
と
ら
わ
れ
ず
、
対
象
の
気
を
描
く

こ
と
に
価
値
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

李
成
だ
け
で
は
、
こ
の
考
え
方
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
「
気
勢
」
を

表
現
し
よ
う
と
し
た
刑
浩

・
関
問
、
あ
る
い
は
沼
寛
か
ら
も
、
こ
の
考
え
方
は

生
ま
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
郭
若
虚
の
時
代
で
あ
る
。
す
で
に
郭
若
虚
は
、
郭

照
を
見
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
考
え
に
は
た
ど
り
着
か
な
か
っ
た
。

部
椿
と
の
状
況
の
違
い
は
、
お
そ
ら
く
、
郭
若
虚
以
降
の
作
家
達
の
「
秀
娼
」

な
作
品
の
存
在
、
あ
る
い
は
小
景
画
の
作
家
達
、
例
え
ば
趨
令
穣
等
の
活
躍

(「
秋
塘
図
」
図
九
)
が
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

山
水
画
の
流
れ
に
あ

っ
て
、

山
の
気
勢
で
な
く
、
あ
る
い
は
人
品
高
潔
な
る
象

徴
と
し
て
の
粛
疎
な
寒
林
で
も
な
く
、
「
気
象
」
の
表
現
自
体
に
重
き
を
お
い

た
と
考
え
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
作
家
達
の
作
品
の
存
在
、
し
か
も
そ
の
画
風
の
成

功

・
隆
盛
に
よ
っ
て
、
対
象
の
気
を
画
く
こ
と
に
価
値
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る

部
椿
の
姿
勢
は
後
押
し
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
旬
。

き
て
問
題
は
、
部
椿
は
、
気
象
で
は
な
く
、
気
韻
と
言
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
郵
椿
が
「
物
の
神
」
と
呼
ん
だ
も
の
は
、
あ
る
い
は
「
気
象
」
で
あ
っ
た

と
想
像
さ
れ
よ
う
。
だ
が
、
そ
れ
と
「
気
韻
」
と
の
関
係
は
ど
う
考
え
た
ら
よ

い
の
か
。
次
に
我
々
は
、
部
椿
の

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
気
韻
」

と
は
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
の
か

郵
椿
の
絵
画
論
に
於
け
る
「
創
意
」

先
に
見
た
、
部
椿
が
、
物
に
も
神
を
見
ょ
う
と
す
る
の
は
、
蘇
東
放
の
有
名

な
議
論
、山

水
竹
木
、
水
波
煙
雲
に
至
り
て
も
、
情
形
無
し
と
雄
も
、
市
れ
ど
も
常

理
有
り
。
:
:
:
世
の
工
人
、
或
い
は
能
く
其
の
形
を
曲
尽
す
る
も
、
而
れ

ど
も
其
の
理
に
至
り
て
は
、
高
人
逸
才
に
非
ず
ん
ば
、
弁
ず
る
能
は
ざ
る

な
り
。
与
可
の
竹
石
古
木
に
於
け
る
、
真
に
其
の
理
を
得
た
る
者
と
謂
ふ

ベ
し
。
(『
経
進
東
波
文
集
事
略
』
巻
五
十
四
「
浄
因
院
画
記
」

)

か
ら
発
展
し
た
も
の
と
い
う
一
面
を
も
っ
。
つ
ま
り
、
ど
ち
ら
も
「
工
人
」

(
東
波
)
あ
る
い
は
「
衆
工
」
(
郵
椿
)
と
の
対
比
を
行
な
お
う
と
す
る
視
点
か

⑬
 

ら
出
て
き
て
い
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
職
業
画
家
の
原
理

と
は
異
な
る
、
な
ん
ら
か
の
新
し
い
原
理
を
持
ち
込
ん
で
、
彼
ら
の
絵
画
か
ら

は
区
別
し
よ
う
と
い
う
意
識
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
に
こ
れ
は
郵
椿
の
画
院
画

家
に
対
す
る
評
価
と
も
絡
む
問
題
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

『画
継
』
の
山
水
林
石
の
部
を
見
て
気
が
つ
く
こ
と
は
、
部
椿
が

と
り
わ
け
沼
寛
を
持
ち
上
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
画
院
が
高
克
明

を
好
ん
だ
そ
の
反
動
と
し
て
活
寛
を
取
り
上
げ
、
一
氾
寛
を
学
ぶ
画
家
を
高
く
評

価
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
高
克
明
|
沼
寛
の
構
図
を
示
す
よ

い
例
が
、
巻
六
寧
涛
の
条
で
あ
る
。

寧
涛
。
華
陰
敷
水
の
人
。
+
氾
寛
を
師
と
す
。
多
く
関
右
の
風
景
を
作
る
。

其
の
巧
は
寛
を
過
ぐ
る
も
、
海
厚
蔵
蓄
は
及
ば
ざ
る
な
り
。
但
だ
楼
観
人

物
は
、
繊
悉
畢
く
呈
し
、
太
顕
に
失
す
る
こ
と
、
正
に
高
克
明
の
如
し
。

人
は
馬
行
家
の
山
水
と
謂
ふ
な
り
。
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石
の
部
を
見
て
気
が
つ
く
こ
と
は
、
部
椿
が

と
り
わ
け
沼
寛
を
持
ち
上
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
画
院
が
高
克
明

を
好
ん
だ
そ
の
反
動
と
し
て
活
寛
を
取
り
上
げ
、
一
氾
寛
を
学
ぶ
画
家
を
高
く
評

価
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
高
克
明
|
沼
寛
の
構
図
を
示
す
よ

い
例
が
、
巻
六
寧
涛
の
条
で
あ
る
。

寧
涛
。
華
陰
敷
水
の
人
。
+
氾
寛
を
師
と
す
。
多
く
関
右
の
風
景
を
作
る
。

其
の
巧
は
寛
を
過
ぐ
る
も
、
海
厚
蔵
蓄
は
及
ば
ざ
る
な
り
。
但
だ
楼
観
人

物
は
、
繊
悉
畢
く
呈
し
、
太
顕
に
失
す
る
こ
と
、
正
に
高
克
明
の
如
し
。

人
は
馬
行
家
の
山
水
と
謂
ふ
な
り
。



部椿 『画継』小考

ち
な
み
に
、
『
図
画
見
聞
誌
』
巻
四
の
高
克
明
の
条
は
、

但
だ
其
の
巧
密
を
狩
り
、
殊
に
瓢
逸
の
妙
に
乏
し
。

と
し
て
い
る
。
即
ち
、
画
院
の
特
徴
、
或
い
は
衆
工
の
特
徴
で
あ
る
「
巧
密
」

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
価
値
を
対
立
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
都
椿
に
は
一

つ
の
問
題
意
識
と
し
て
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を
郵
椿
は
、

①
画
工
と
は
違
う
精
神
を
持
っ
た
士
大
夫
画
と
し
て
の
位
置
づ
け

②
画
工
に
も
可
能
な
、
詩
情
の
表
出
の
「
技
術
」
と
し
て
の
位
置
づ
け

の
両
側
面
か
ら
行
っ
た
と
わ
た
く
し
は
考
え
る
。
し
か
も
、
郵
椿
と
い
う
人
物

の
画
論
史
上
重
要
な
点
は
、
ま
さ
に
②
に
あ
っ
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

①
に
関
し
て
は
、
既
に
郭
若
虚
が
行
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
部
椿
も
序
文
、
あ

る
い
は
巻
九
「
論
遠
」
の
官
頭
条
で
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は

蘇
東
坂
と
い
う
論
者
を
経
て
、

「詩
」
と
の
結
び
つ
き
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
す
で
に
強
固
に
構
築
さ
れ
て
い
た
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

さ
て
、
問
題
は
②
で
あ
る
。

『画
継
』
巻
六
劉
益
の
条
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

尤
も
小
景
に
長
ず
。
蓮
塘
を
作
り
、
背
風
の
荷
葉
百
飴
あ
り
。
独
り
一
紅

蓮
の
花
、
半
ば
其
の
中
に
聞
く
。
創
意
喜
ぶ
べ
き
な
り
。

こ
の
劉
益
と
い
う
人
物
、

『画
継
』
で
は
「
官
一和
間
専
与
富
捜
供
御
画
」

と

記
さ
れ
、
画
院
画
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
、
あ
る
い
は
こ
の
作
品
も
、

御
題
に
よ
り
作
ら
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
こ
で
は
、

「
創
意
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
、
い
わ
ば
画
家
の
「
創
意
工
夫
」
と
も
い
う
べ

き
も
の
を
部
椿
が
評
価
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た

W
。

ま
た
、
こ
の
「
創
意
」
は
、
詩
と
の
関
連
か
ら
言
え
ば
、
単
に

「詩
情
を
た

た
え
た
画
面
」
と
い
う
印
象
批
評
で
は
な
く
、
「
詩
情
を
た
た
え
た
画
面
を
作

り
出
す
た
め
の
、
画
家
の
工
夫
」
を
、
評
価
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
、
こ
れ
は
徽
宗
画
院
が
既
に
成
し
遂
げ
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た
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
も
郵
椿
が
あ
ま
り
い
い
顔
を
し
な
い
は

ず
の
、
徽
宗
画
院
が
、
で
あ
る
。
し
か
し
、
郵
椿
の
重
要
な
点
は
正
に
こ
こ
に

あ
る
。
郭
若
虚
が
絵
画
に
お
け
る
気
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
と
発
言
し
な
が
ら

も
、
結
局

「気
韻
」
だ
け
は
、
人
品
に
還
元
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
と
違
い
、

郵
椿
は
、
対
象
の
「
気
韻
」
を
、

「詩
」
と
結
び
つ
け
て
、
い
わ
ば
職
業
画
家

に
対
し
て
も
、
「
気
韻
」
の
門
戸
を
新
た
に
開
き
な
お
し
た
の
で
あ
る
。

(も
ち

ろ
ん
そ
れ
は
、
謝
赫
の
時
代
に
は
聞
い
て
い
た
わ
け
だ
が
。
)

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
考
え
る
際
に
は
、
黄
庭
堅
の
次
の
有
名
な
議
論
を
考

慮
に
入
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

凡
そ
書
画
に
は
当
に
韻
を
観
る
ベ
し
。

(『
議
章
黄
先
生
文
集
』
巻
二
十
七

.
題
事
燕
郭
尚
父
図
)

こ
れ
は
、
画
家
に
よ
る
確
定
し
静
止
し
た
時
空
の
表
現
と
し
て
の
絵
画
と
、
そ

の
確
定
し
静
止
し
た
時
空
の
画
面
の
認
識
に
よ
る
鑑
賞
者
の
鑑
賞
、
と
い
う
構

造
で
は
な
い
。
あ
た
か
も
詩
に
お
け
る
余
「
韻
」
の
如
き
、
知
覚
の
対
象
が

我
々
の
感
覚
に
直
接
は
た
ら
き
か
け
た
後
に
、
我
々
の
感
覚

・
意
識
の
中
に
現

れ
る
、
そ
の
対
象
の
残
像
の
如
き
も
の
を
、
絵
画
に
認
め
た
と
い
う
点
で
、
詩

へ
の
接
近
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
な
発
言
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
黄
庭
堅
は
こ

の
条
で
、伯

時
笑
ひ
て
日
く
、
俗
子
を
し
て
之
を
為
ら
し
め
ば
、
当
に
箭
を
追
騎
に

中
る
を
作
る
べ
し
と
。
余
は
此
に
因
り
て
深
く
画
格
を
悟
る
。
此
れ
文
章

と
関
紐
を
同
一
に
す
。
但
だ
人
の
神
会
に
入
る
こ
と
の
得
難
き
の
み
。

と
す
る
よ
う
に
、
韻
の
有
無
の
条
件
と
し
て
、
具
体
的
な
描
写
方
法
(
こ
こ
で

は
李
広
の
故
事
の
表
現
方
法
)
の
違
い
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
「
韻
」
の
有
無
は
、
人
品
の
違
い
で
は
な
く
、
「
表
現
に
お
け
る
工

夫
」
つ
ま
り
、
先
に
見
た
「
創
意
」
に
よ
る
と
こ
こ
で
は
考
え
ら
れ
て
い
る
。

無
論
、
こ
の
「
気
韻
」
を
表
現
で
き
る
か
ど
う
か
と
言
う
こ
と
が
、
ま
っ
た

部椿 『画継』小考

ち
な
み
に
、
『
図
画
見
聞
誌
』
巻
四
の
高
克
明
の
条
は
、

但
だ
其
の
巧
密
を
狩
り
、
殊
に
瓢
逸
の
妙
に
乏
し
。

と
し
て
い
る
。
即
ち
、
画
院
の
特
徴
、
或
い
は
衆
工
の
特
徴
で
あ
る
「
巧
密
」

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
価
値
を
対
立
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
都
椿
に
は
一

つ
の
問
題
意
識
と
し
て
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を
郵
椿
は
、

①
画
工
と
は
違
う
精
神
を
持
っ
た
士
大
夫
画
と
し
て
の
位
置
づ
け

②
画
工
に
も
可
能
な
、
詩
情
の
表
出
の
「
技
術
」
と
し
て
の
位
置
づ
け

の
両
側
面
か
ら
行
っ
た
と
わ
た
く
し
は
考
え
る
。
し
か
も
、
郵
椿
と
い
う
人
物

の
画
論
史
上
重
要
な
点
は
、
ま
さ
に
②
に
あ
っ
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

①
に
関
し
て
は
、
既
に
郭
若
虚
が
行
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
部
椿
も
序
文
、
あ

る
い
は
巻
九
「
論
遠
」
の
官
頭
条
で
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は

蘇
東
坂
と
い
う
論
者
を
経
て
、

「詩
」
と
の
結
び
つ
き
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
す
で
に
強
固
に
構
築
さ
れ
て
い
た
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

さ
て
、
問
題
は
②
で
あ
る
。

『画
継
』
巻
六
劉
益
の
条
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

尤
も
小
景
に
長
ず
。
蓮
塘
を
作
り
、
背
風
の
荷
葉
百
飴
あ
り
。
独
り
一
紅

蓮
の
花
、
半
ば
其
の
中
に
聞
く
。
創
意
喜
ぶ
べ
き
な
り
。

こ
の
劉
益
と
い
う
人
物
、

『画
継
』
で
は
「
官
一和
間
専
与
富
捜
供
御
画
」

と

記
さ
れ
、
画
院
画
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
、
あ
る
い
は
こ
の
作
品
も
、

御
題
に
よ
り
作
ら
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
こ
で
は
、

「
創
意
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
、
い
わ
ば
画
家
の
「
創
意
工
夫
」
と
も
い
う
べ

き
も
の
を
部
椿
が
評
価
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た

W
。

ま
た
、
こ
の
「
創
意
」
は
、
詩
と
の
関
連
か
ら
言
え
ば
、
単
に

「詩
情
を
た

た
え
た
画
面
」
と
い
う
印
象
批
評
で
は
な
く
、
「
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情
を
た
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え
た
画
面
を
作

り
出
す
た
め
の
、
画
家
の
工
夫
」
を
、
評
価
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
、
こ
れ
は
徽
宗
画
院
が
既
に
成
し
遂
げ
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た
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
も
郵
椿
が
あ
ま
り
い
い
顔
を
し
な
い
は

ず
の
、
徽
宗
画
院
が
、
で
あ
る
。
し
か
し
、
郵
椿
の
重
要
な
点
は
正
に
こ
こ
に

あ
る
。
郭
若
虚
が
絵
画
に
お
け
る
気
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
と
発
言
し
な
が
ら

も
、
結
局

「気
韻
」
だ
け
は
、
人
品
に
還
元
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
と
違
い
、

郵
椿
は
、
対
象
の
「
気
韻
」
を
、

「詩
」
と
結
び
つ
け
て
、
い
わ
ば
職
業
画
家

に
対
し
て
も
、
「
気
韻
」
の
門
戸
を
新
た
に
開
き
な
お
し
た
の
で
あ
る
。

(も
ち

ろ
ん
そ
れ
は
、
謝
赫
の
時
代
に
は
聞
い
て
い
た
わ
け
だ
が
。
)

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
考
え
る
際
に
は
、
黄
庭
堅
の
次
の
有
名
な
議
論
を
考

慮
に
入
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

凡
そ
書
画
に
は
当
に
韻
を
観
る
ベ
し
。

(『
議
章
黄
先
生
文
集
』
巻
二
十
七

.
題
事
燕
郭
尚
父
図
)

こ
れ
は
、
画
家
に
よ
る
確
定
し
静
止
し
た
時
空
の
表
現
と
し
て
の
絵
画
と
、
そ

の
確
定
し
静
止
し
た
時
空
の
画
面
の
認
識
に
よ
る
鑑
賞
者
の
鑑
賞
、
と
い
う
構

造
で
は
な
い
。
あ
た
か
も
詩
に
お
け
る
余
「
韻
」
の
如
き
、
知
覚
の
対
象
が

我
々
の
感
覚
に
直
接
は
た
ら
き
か
け
た
後
に
、
我
々
の
感
覚

・
意
識
の
中
に
現

れ
る
、
そ
の
対
象
の
残
像
の
如
き
も
の
を
、
絵
画
に
認
め
た
と
い
う
点
で
、
詩

へ
の
接
近
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
な
発
言
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
黄
庭
堅
は
こ

の
条
で
、伯

時
笑
ひ
て
日
く
、
俗
子
を
し
て
之
を
為
ら
し
め
ば
、
当
に
箭
を
追
騎
に

中
る
を
作
る
べ
し
と
。
余
は
此
に
因
り
て
深
く
画
格
を
悟
る
。
此
れ
文
章

と
関
紐
を
同
一
に
す
。
但
だ
人
の
神
会
に
入
る
こ
と
の
得
難
き
の
み
。

と
す
る
よ
う
に
、
韻
の
有
無
の
条
件
と
し
て
、
具
体
的
な
描
写
方
法
(
こ
こ
で

は
李
広
の
故
事
の
表
現
方
法
)
の
違
い
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
「
韻
」
の
有
無
は
、
人
品
の
違
い
で
は
な
く
、
「
表
現
に
お
け
る
工

夫
」
つ
ま
り
、
先
に
見
た
「
創
意
」
に
よ
る
と
こ
こ
で
は
考
え
ら
れ
て
い
る
。

無
論
、
こ
の
「
気
韻
」
を
表
現
で
き
る
か
ど
う
か
と
言
う
こ
と
が
、
ま
っ
た
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く
作
者
の
「
気
韻
」
に
無
関
係
と
な

っ
た
か
、
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。

郭
照
は

『林
泉
高
致
』
山
水
訓
に
於
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

春
山
は
姻
雲
連
瞬
と
し
て
人
は
欣
欣
、
夏
山
は
嘉
木
繁
陰
に
し
て
人
は
坦

坦
、
秋
山
は
明
浄
揺
落
に
し
て
人
は
粛
粛
、
冬
山
は
昏
霊
験
塞
し
て
人
は

寂
寂
。
此
の
画
を
看
れ
ば
、
人
を
し
て
此
の
意
を
生
ぜ
し
め
、

真
に
此
の

山
中
に
在
る
が
如
し
。
此
れ
画
の
景
外
の
意
な
り
。
青
畑
白
道
を
見
て
は

行
か
ん
こ
と
を
思
ひ
、
平
川
落
照
を
見
て
は
望
ま
ん
こ
と
を
思
ひ
、
幽
人

山
客
を
見
て
は
居
ら
ん
こ
と
を
思
ひ
、
岩
肩
泉
石
を
見
て
は
務
ば
ん
こ
と

を
思
ふ
。
此
の
画
を
看
れ
ば
、
人
を
し
て
此
の
心
を
起
き
し
め
、
将
に
真

に
其
の
処
に
即
か
ん
と
す
る
が
如
し
。
此
れ
画
の
意
外
の
妙
な
り
。

こ
れ
は
、
す
で
に
郭
若
虚
が
注
意
し
た
よ
う
な
、
作
者
の
人
品
の
高
下
に
気

韻
を
見
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
。
ま
た
、

『林
泉
高
致
』
山
水
訓
冒
頭
で
、

君
子
の
夫
の
山
水
を
愛
す
る
所
以
の
者
は
、
其
の
旨
や
安
に
か
在
る
。

と
し
て
述
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
山
水
に
惹
か
れ
る
「
人
品
高
潔
」
な
る
人
物

の
心
情
を
理
解
し
た
画
者
の
存
在
を
予
想
さ
ぜ
、

(
こ
の
部
分
で
は
、
山
水
画

を
鑑
賞
す
る
立
場
の
心
構
え
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
が
)
さ
ら
に
、
「
景
外

之
意

・
意
外
之
妙
」
と
い
う
か
た
ち
で
、

山
水
に
向
か
う
際
の
、
「
人
品
高
潔
」

た
る
人
物
の
心
情
を
表
現
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
山
水
に
向
か
い
あ
う
際
の
人
品
高
潔
た
る
人
物
の
心
情
と
は
、

そ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
詩
人
た
ち
の
山
水
に
向
か
う
心
情
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

そ
し
て
、
郭
若
虚
が
言
う
、
「
人
品
高
、
気
韻
高
」
と
い
う
構
造
は
、
こ
の

『林
泉
高
致
』
あ
る
い
は

『画
継
』
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
た
も
の
と
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
郭
若
虚
の
如
く
、
よ
い
画
家
は
皆
人
品
が
高
い
と
い
う
結
論
に
終

わ
ら
ず
、
画
家
は
、
与
え
ら
れ
た
詩
を
如
何
に
表
現
す
る
か
と
い
う
「
創
意
」

に
よ
っ
て
「
気
韻
」
を
表
現
で
き
る
、
と
い
う
可
能
性
を
示
唆
し
た
と
こ
ろ
に
、

部
椿
の
意
義
は
あ
る
。
無
論
、
詩
と
い
う
も
の
に
対
す
る
理
解
は
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
が
ま
さ
に
、
郭
若
虚
の
「
人
品
高
、
気
韻
高
」
に
賛
同
す
る
要
因
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
、
職
業
画
家
、
画
院
画
家
の
作
品
で
良
い
も
の
が

存
在
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
を
も
、
同
じ
「
気
韻
」
と
い
う
概
念

の
も
と
で
評
価
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
に
、
部
椿
の
画
論
史
上
の
重
要
性

は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

「創
意
」
と
い
う
言
葉
は
、
画
史
類
で
は

『益
州
名
画
録
』
に
見
え
る
。

大
凡
そ
画
警
は
、
応
物
象
形
な
り
。
其
れ
天
機
週
高
、
思
は
神
と
合
し
、

創
意
立
体
、
化
権
に
妙
合
す
。

(
『益
州
名
画
録
』
目
録
神
格
序
)

こ
れ
は
、
黄
休
復
が
最
上
位
に
挙
げ
る
「
画
之
逸
格
最
難
」
か
ら
は
一
ラ
ン
ク

下
げ
ら
れ
た
「
神
格
」
の
序
文
で
あ
る
。
部
椿
の
逸
品
に
対
す
る
考
え
に
は
既

に
ふ
れ
た
が
、
注
意
す
べ
き
は
こ
こ
に
「
大
凡
画
整
、
応
物
象
形
」
と
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
「
絵
画
」
と
は
そ
も
そ
も
何
だ
っ
た
の
か
。

作
品
の
気
韻
を
決
め
る
要
因
、
そ
れ
は
、
作
品
の
よ
し
あ
し
を
決
め
る
重
要

な
要
因
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
作
者
の
人
品
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
、

な
る
ほ
ど
郭
若
虚
に
唱
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
絵
画
と
い
う
も
の
の
社
会

的
地
位
を
上
げ
る
こ
と
に
は
一
役
買
っ
た
で
あ
ろ
う
。
詩
文
書
画
を
同
じ
原
理

に
よ
っ
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
絵
画
は
単
な
る
「
事
」
か

ら
脱
皮
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
絵
画
の
価
値
を
作
者
の
精
神

に
還
元
す
る
こ
と
は
、

「絵
画
の
絵
画
た
る
所
以
」
を
不
透
明
な
も
の
に
す
る
。

あ
る
意
味
で
、
部
椿
の
考
え
は
、
朱
景
玄
の
発
言
、

直
だ
能
函
を
以
て
其
の
品
格
を
定
め
、
其
の
冠
田免
賢
愚
を
計
ら
ず
。

(
『唐

朝
名
画
録
』
序
)

と
い
う
方
向
へ
の
回
帰
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
絵
画
を
絵
画
と
し
て
評
価
す
る
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く
作
者
の
「
気
韻
」
に
無
関
係
と
な

っ
た
か
、
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。

郭
照
は

『林
泉
高
致
』
山
水
訓
に
於
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

春
山
は
姻
雲
連
瞬
と
し
て
人
は
欣
欣
、
夏
山
は
嘉
木
繁
陰
に
し
て
人
は
坦

坦
、
秋
山
は
明
浄
揺
落
に
し
て
人
は
粛
粛
、
冬
山
は
昏
霊
験
塞
し
て
人
は

寂
寂
。
此
の
画
を
看
れ
ば
、
人
を
し
て
此
の
意
を
生
ぜ
し
め
、

真
に
此
の

山
中
に
在
る
が
如
し
。
此
れ
画
の
景
外
の
意
な
り
。
青
畑
白
道
を
見
て
は

行
か
ん
こ
と
を
思
ひ
、
平
川
落
照
を
見
て
は
望
ま
ん
こ
と
を
思
ひ
、
幽
人

山
客
を
見
て
は
居
ら
ん
こ
と
を
思
ひ
、
岩
肩
泉
石
を
見
て
は
務
ば
ん
こ
と

を
思
ふ
。
此
の
画
を
看
れ
ば
、
人
を
し
て
此
の
心
を
起
き
し
め
、
将
に
真

に
其
の
処
に
即
か
ん
と
す
る
が
如
し
。
此
れ
画
の
意
外
の
妙
な
り
。

こ
れ
は
、
す
で
に
郭
若
虚
が
注
意
し
た
よ
う
な
、
作
者
の
人
品
の
高
下
に
気

韻
を
見
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
。
ま
た
、

『林
泉
高
致
』
山
水
訓
冒
頭
で
、

君
子
の
夫
の
山
水
を
愛
す
る
所
以
の
者
は
、
其
の
旨
や
安
に
か
在
る
。

と
し
て
述
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
山
水
に
惹
か
れ
る
「
人
品
高
潔
」
な
る
人
物

の
心
情
を
理
解
し
た
画
者
の
存
在
を
予
想
さ
ぜ
、

(
こ
の
部
分
で
は
、
山
水
画

を
鑑
賞
す
る
立
場
の
心
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え
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
が
)
さ
ら
に
、
「
景
外

之
意

・
意
外
之
妙
」
と
い
う
か
た
ち
で
、

山
水
に
向
か
う
際
の
、
「
人
品
高
潔
」

た
る
人
物
の
心
情
を
表
現
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
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て
、
こ
の
山
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に
向
か
い
あ
う
際
の
人
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高
潔
た
る
人
物
の
心
情
と
は
、

そ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
詩
人
た
ち
の
山
水
に
向
か
う
心
情
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

そ
し
て
、
郭
若
虚
が
言
う
、
「
人
品
高
、
気
韻
高
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と
い
う
構
造
は
、
こ
の
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泉
高
致
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あ
る
い
は
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継
』
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
た
も
の
と
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
郭
若
虚
の
如
く
、
よ
い
画
家
は
皆
人
品
が
高
い
と
い
う
結
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に
終

わ
ら
ず
、
画
家
は
、
与
え
ら
れ
た
詩
を
如
何
に
表
現
す
る
か
と
い
う
「
創
意
」

に
よ
っ
て
「
気
韻
」
を
表
現
で
き
る
、
と
い
う
可
能
性
を
示
唆
し
た
と
こ
ろ
に
、

部
椿
の
意
義
は
あ
る
。
無
論
、
詩
と
い
う
も
の
に
対
す
る
理
解
は
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
が
ま
さ
に
、
郭
若
虚
の
「
人
品
高
、
気
韻
高
」
に
賛
同
す
る
要
因
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
、
職
業
画
家
、
画
院
画
家
の
作
品
で
良
い
も
の
が

存
在
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
を
も
、
同
じ
「
気
韻
」
と
い
う
概
念

の
も
と
で
評
価
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
に
、
部
椿
の
画
論
史
上
の
重
要
性

は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

「創
意
」
と
い
う
言
葉
は
、
画
史
類
で
は

『益
州
名
画
録
』
に
見
え
る
。

大
凡
そ
画
警
は
、
応
物
象
形
な
り
。
其
れ
天
機
週
高
、
思
は
神
と
合
し
、

創
意
立
体
、
化
権
に
妙
合
す
。

(
『益
州
名
画
録
』
目
録
神
格
序
)

こ
れ
は
、
黄
休
復
が
最
上
位
に
挙
げ
る
「
画
之
逸
格
最
難
」
か
ら
は
一
ラ
ン
ク

下
げ
ら
れ
た
「
神
格
」
の
序
文
で
あ
る
。
部
椿
の
逸
品
に
対
す
る
考
え
に
は
既

に
ふ
れ
た
が
、
注
意
す
べ
き
は
こ
こ
に
「
大
凡
画
整
、
応
物
象
形
」
と
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
「
絵
画
」
と
は
そ
も
そ
も
何
だ
っ
た
の
か
。

作
品
の
気
韻
を
決
め
る
要
因
、
そ
れ
は
、
作
品
の
よ
し
あ
し
を
決
め
る
重
要

な
要
因
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
作
者
の
人
品
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
、

な
る
ほ
ど
郭
若
虚
に
唱
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
絵
画
と
い
う
も
の
の
社
会

的
地
位
を
上
げ
る
こ
と
に
は
一
役
買
っ
た
で
あ
ろ
う
。
詩
文
書
画
を
同
じ
原
理

に
よ
っ
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
絵
画
は
単
な
る
「
事
」
か

ら
脱
皮
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
絵
画
の
価
値
を
作
者
の
精
神

に
還
元
す
る
こ
と
は
、

「絵
画
の
絵
画
た
る
所
以
」
を
不
透
明
な
も
の
に
す
る
。

あ
る
意
味
で
、
部
椿
の
考
え
は
、
朱
景
玄
の
発
言
、

直
だ
能
函
を
以
て
其
の
品
格
を
定
め
、
其
の
冠
田免
賢
愚
を
計
ら
ず
。

(
『唐

朝
名
画
録
』
序
)

と
い
う
方
向
へ
の
回
帰
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
絵
画
を
絵
画
と
し
て
評
価
す
る



釘l椿 『画継』小考

た
め
に
は
、
こ
の
「
以
能
画
定
其
品
格
」
と
い
う
態
度
の
有
効
性
は
、
注
意
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
「
創
意
」
と
同
時
に
画
家
に
要
求
さ
れ
た
の
が
、
対

象
の
気
、
あ
る
い
は
「
気
象
」
の
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
先
に
考
察
し

た
如
く
、
作
者
の
人
品
か
ら
は
独
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
気
韻
と

い
い
、
気
象
と
い
う
、
絵
画
に
お
け
る
「
気
」
の
要
素
を
、
郭
若
鹿
の
言
う
高

潔
な
人
品
か
ら
、
「
画
家
」
の
側
へ
、
そ
れ
も
「
画
家
と
し
て
の
資
質
」
に
引

き
戻
し
た
と
こ
ろ
に
、
部
椿
の
重
要
性
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
も
う
一
条
引
用
し
て
お
く
。

李
達
、
京
師
の
人
。
尤
も
位
置
に
長
ず
。
好
ん
で
沙
汀
遠
岸
を
作
り
、
不

尽
の
意
を
含
蓄
す
。

一
時
の
妙
子
な
り
。

(『
画
継
』
巻
七
)

こ
れ
も
、
構
図
の
う
ま
さ
を
評
す
も
の
で
あ
り
、
「
創
意
」
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
「
位
置
」
と
は
、
実
に

『古
画
品
録
』
の
六
法
の
一
つ
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
郵
椿
は
、
何
か
非
常
に
新
し
い
こ
と
を
言
い
は
じ
め
た
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
「
気
韻
」
と
い
う
、
後
の
絵
画
論
を
印
象
批
評
に
か
た
よ
り

が
ち
に
さ
せ
た
言
葉
の
、
そ
の
抽
象
的
な
言
葉
の
意
味
か
ら
い
さ
さ
か
離
れ
、

そ
し
て
、
絵
画
作
品
と
し
て
の
批
評
、
絵
画
に
特
有
の
評
価
の
伝
統
と
い
う
も

の
に
、
再
び
光
を
当
て
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

無
論
、
郭
若
虚
が
、
こ
の
「
経
営
位
置
」
と
い
う
要
素
を
無
視
し
た
わ
け
で

は
決
し
て
な
い
。
郭
若
虚
は
、
張
操
が
、
一
度
に
二
本
の
筆
を
持
っ
て
二
つ
絵

を
描
い
た
こ
と

(『
唐
朝
名
画
録
』
に
も
と
つ
句
)
を
記
し
て
、

経
営
両
つ
な
が
ら
足
り
、
気
韻
竪
つ
な
が
ら
高
し
。

(『
図
画
見
聞
誌
』
巻

五
)

と
す
る
。
た
だ
、
本
稿
の
視
点
は
、
部
椿
が
、
「
経
営
」
を
、
あ
く
ま
で
も

「
気
韻
」
と
切
り
離
さ
な
い
で
、
気
韻
と
の
連
関
の
中
で
求
め
た
と
い
う
こ
と

に
あ
る
の
で
あ
旬
。
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た
だ
し
、
そ
の
後
、
郵
椿
の
こ
の
方
向
が
ど
う
動
い
た
か
は
、
別
の
話
で
あ

る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
の
画
論
が
答
え
を
出
す
は
ず
だ
が
、
そ
れ
は
別
稿
に

期
す
こ
と
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

〈付
〉
画
継
の
依
拠
資
料

以
下
、
巻
七
ま
で
の
画
家
に
つ
い
て
の
記
事
の
う
ち
、
部
椿
が
拠
っ
た
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
文
献
を
列
記
し
、
若
干
の
校
記
を
加
え
る
。

テ
キ
ス
ト
は
遼
寧
省
博
物
館
現
蔵
南
宋
刊
本
(
古
逸
叢
書
三
編
影
印
本
)
を
用

い
、
原
本
の
文
字
の
欠
け
た
部
分
は
津
逮
秘
書
本
を
用
い
た
。
各
条
、
宋
本
の

葉
数
と
表
裏
、
行
数
を
記
す
。

巻

一
裏
二
自
雅
有
至
能
文

一
裏
四
自
貴
人
至
俗
也

右
二
条
、
徳
隅
斎
画
品
。
意
所
之
意
、
画
品
無
。
按
、

王
氏
画
苑
補
益
本
画

品
不
載
此
条
。
惟
顧
氏
文
房
小
説
本
有
之
。

一
裏
五
自
其
所
至
湖
意

画
史
二
一
表
。
作
多
之
多
、
甚
清
之
甚
、
維
筆
之
筆
、
画
史
皆
無
。

二
袋
六
自
学
東
至
下
也

議
章
黄
先
生
文
集
巻
二
七
、
題
宗
室
大
年
永
年
画
。

二
表
二
自
揮
竃
至
鴛
鷲

山
谷
外
集
詩
注
巻
十
て
戯
題
大
年
防
禦
誼
雁
。
腐
落
外
集
作
落
雁
、
巣
作

蔵。
二
表
三
自
更
扉
至
与
可

議
章
黄
先
生
文
集
巻
二
十
七
、
題
宗
室
大
年
永
年
画
。

釘l椿 『画継』小考

た
め
に
は
、
こ
の
「
以
能
画
定
其
品
格
」
と
い
う
態
度
の
有
効
性
は
、
注
意
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
「
創
意
」
と
同
時
に
画
家
に
要
求
さ
れ
た
の
が
、
対

象
の
気
、
あ
る
い
は
「
気
象
」
の
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
先
に
考
察
し

た
如
く
、
作
者
の
人
品
か
ら
は
独
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
気
韻
と

い
い
、
気
象
と
い
う
、
絵
画
に
お
け
る
「
気
」
の
要
素
を
、
郭
若
鹿
の
言
う
高

潔
な
人
品
か
ら
、
「
画
家
」
の
側
へ
、
そ
れ
も
「
画
家
と
し
て
の
資
質
」
に
引

き
戻
し
た
と
こ
ろ
に
、
部
椿
の
重
要
性
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
も
う
一
条
引
用
し
て
お
く
。

李
達
、
京
師
の
人
。
尤
も
位
置
に
長
ず
。
好
ん
で
沙
汀
遠
岸
を
作
り
、
不

尽
の
意
を
含
蓄
す
。

一
時
の
妙
子
な
り
。

(『
画
継
』
巻
七
)

こ
れ
も
、
構
図
の
う
ま
さ
を
評
す
も
の
で
あ
り
、
「
創
意
」
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
「
位
置
」
と
は
、
実
に

『古
画
品
録
』
の
六
法
の
一
つ
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
郵
椿
は
、
何
か
非
常
に
新
し
い
こ
と
を
言
い
は
じ
め
た
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
「
気
韻
」
と
い
う
、
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の
絵
画
論
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印
象
批
評
に
か
た
よ
り

が
ち
に
さ
せ
た
言
葉
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、
そ
の
抽
象
的
な
言
葉
の
意
味
か
ら
い
さ
さ
か
離
れ
、
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絵
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品
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し
て
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批
評
、
絵
画
に
特
有
の
評
価
の
伝
統
と
い
う
も

の
に
、
再
び
光
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当
て
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

無
論
、
郭
若
虚
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、
こ
の
「
経
営
位
置
」
と
い
う
要
素
を
無
視
し
た
わ
け
で

は
決
し
て
な
い
。
郭
若
虚
は
、
張
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が
、
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に
二
本
の
筆
を
持
っ
て
二
つ
絵

を
描
い
た
こ
と

(『
唐
朝
名
画
録
』
に
も
と
つ
句
)
を
記
し
て
、

経
営
両
つ
な
が
ら
足
り
、
気
韻
竪
つ
な
が
ら
高
し
。

(『
図
画
見
聞
誌
』
巻

五
)

と
す
る
。
た
だ
、
本
稿
の
視
点
は
、
部
椿
が
、
「
経
営
」
を
、
あ
く
ま
で
も

「
気
韻
」
と
切
り
離
さ
な
い
で
、
気
韻
と
の
連
関
の
中
で
求
め
た
と
い
う
こ
と

に
あ
る
の
で
あ
旬
。

173 

た
だ
し
、
そ
の
後
、
郵
椿
の
こ
の
方
向
が
ど
う
動
い
た
か
は
、
別
の
話
で
あ

る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
の
画
論
が
答
え
を
出
す
は
ず
だ
が
、
そ
れ
は
別
稿
に

期
す
こ
と
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

〈付
〉
画
継
の
依
拠
資
料

以
下
、
巻
七
ま
で
の
画
家
に
つ
い
て
の
記
事
の
う
ち
、
部
椿
が
拠
っ
た
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
文
献
を
列
記
し
、
若
干
の
校
記
を
加
え
る
。

テ
キ
ス
ト
は
遼
寧
省
博
物
館
現
蔵
南
宋
刊
本
(
古
逸
叢
書
三
編
影
印
本
)
を
用

い
、
原
本
の
文
字
の
欠
け
た
部
分
は
津
逮
秘
書
本
を
用
い
た
。
各
条
、
宋
本
の

葉
数
と
表
裏
、
行
数
を
記
す
。

巻

一
裏
二
自
雅
有
至
能
文

一
裏
四
自
貴
人
至
俗
也

右
二
条
、
徳
隅
斎
画
品
。
意
所
之
意
、
画
品
無
。
按
、

王
氏
画
苑
補
益
本
画

品
不
載
此
条
。
惟
顧
氏
文
房
小
説
本
有
之
。

一
裏
五
自
其
所
至
湖
意

画
史
二
一
表
。
作
多
之
多
、
甚
清
之
甚
、
維
筆
之
筆
、
画
史
皆
無
。

二
袋
六
自
学
東
至
下
也

議
章
黄
先
生
文
集
巻
二
七
、
題
宗
室
大
年
永
年
画
。

二
表
二
自
揮
竃
至
鴛
鷲

山
谷
外
集
詩
注
巻
十
て
戯
題
大
年
防
禦
誼
雁
。
腐
落
外
集
作
落
雁
、
巣
作

蔵。
二
表
三
自
更
扉
至
与
可

議
章
黄
先
生
文
集
巻
二
十
七
、
題
宗
室
大
年
永
年
画
。
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二
表
五
自
其
亦
至
王
耶

徳
隅
斎
画
品
。
椿
取
大
意
耳
。
王
本
不
載
者
、
同
前
条
。

二
表
九
自
調
蝦
至
我
易

議
章
黄
先
生
文
集
巻
二
十
七
、
題
宗
室
大
年
永
年
画
。

二
一
袋
三
自
天
駿
至
雲
風

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
三
十
六
、
和
叔
盆
画
馬
。
画
図
本
集
作
図
画
。
合
註
云

一
作
図
画
。

三
表
五
自
作
藍
至
公
図

画
史
二
十
裏
。
又
載
宝
晋
英
光
集
巻
四
。
弱
水
画
史
作
哲
水
。

三
表
十
自
元
符
至
出
身

績
資
治
通
鑑
長
編
巻
五
百
三
、
十
葉
右
、
見
同
文
。

三
裏
二
自
牒
王
至
角
立

后
山
詩
注
巻
一
二
、
題
明
発
高
軒
過
図
。
力
窮
本
集
作
力
能
、
不
足
作
不
是
、

二
八
作
八
二
、
眼
遺
作
眼
前
、
安
調
作
安
得
。
按
詩
注
云
宗
室
士
陳
字
明
発
、

他
書
不
見
宗
室
越
士
陳
。
伝
写
誤
失
。

四
裏
七
自
雌
在
至
所
有

経
進
東
坂
文
集
事
略
巻
五
十
四
、
宝
絵
堂
記
。

四
裏
十
自
錦
麗
至
激
昂

築
城
集
巻
七
、
王
読
都
尉
宝
絵
堂
詞
。

五
表
一
自
学
李
至
法
也

画
史
二
十
一銭
。
山
状
下
画
史
有
作
字
。

五
表
三
自
故
東
至
三
昧

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
五
十
、
王
晋
卿
得
破
墨
三
昧
、
又
嘗
聞
祖
師
第
一
義
故

画
部
和
郭
瑛
、
房
次
律
論
前
生
図
、
以
寄
其
高
趣
、
東
披
居
士
既
昨
破
琴
詩
、

以
記
異
夢
失
、
復
説
偽
云
。
椿
用
東
坂
詩
題
文
耳
。

巻

一
義
二
自
所
作
至
生
耶

画
史
二
一
表
。
椿
所
略
甚
多
。
或
問
画
史
作
余
問
。

一
裏
四
自
雌
文
至
之
法

経
進
東
披
文
集
事
略
巻
四
十
九
、
質
管
谷
僅
竹
記
。

一
一
袋
八
自
予
近
至
神
品

東
坂
続
集
巻
十
て
与
王
定
園
量
一
目
。
予
近
本
集
作
兼
二
子
。

一
裏
十
一
白
米
元
至
贈
之

画
史
一

一
一
裏
。
椿
頗
改
文
耳
。

二
表
二
自
恢
詑
至
斧
斤

議
章
黄
先
生
文
集
巻
て
蘇
李
画
枯
木
道
士
賦
。
秋
重
文
集
作
秋
兎
、
以
酒

下
有
而
能
二
字
、
噸
岬
作
鐙
申
、
艦
錘
作
鑑
錘
。

二
表
四
自
東
坂
至
中
墨

革
路
章
黄
先
生
文
集
巻
六
、
題
子
臨
画
竹
石
。

二
表
五
自
枯
腸
至
色
壁

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
二
十
三
、
郭
祥
正
家
酔
画
竹
石
壁
上
、
郭
作
詩
為
謝
、

且
造
二
古
銅
剣
、
其
二
。
枯
腸
本
集
作
空
腸
、
合
註
云
一
作
枯
。
肺
肝
作
肝

肺。
ニ
表
九
自
以
文
至
干
時

二
裏
二
自
学
仏
至
有
声

二
裏
四
自
心
通
至
論
也

三
表
三
自
嘗
作
至
見
者

右
四
条
、
徳
隅
斎
画
品
、
長
帯
観
音
。

二
一
袋
二
史
称
以
画
見
知
子
世

宋
史
巻
四
四
四
李
公
麟
伝
云
、
黄
庭
堅
謂
其
風
流
不
滅
古
人
、
然
因
画
為
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史
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史
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、
然
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為
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累
、
故
世
但
以
事
伝
云
。
按
国
史
既
云
此
意
失
。

二
裏
九
自
龍
眠
至
画
骨

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
三
十
六
、
次
韻
呉
伝
正
枯
木
歌
。

三
表
四
自
又
画
至
相
也

後
山
先
生
集
巻
十
九
、
観
音
菩
薩
画
賛
。
椿
頗
改
変
耳
。

三
表
九
自
呉
道
至
而
己

図
画
見
聞
誌
巻
一
、
論
呉
生
設
色
。

三
裏
八
自
伯
時
至
像
也

画
史
一
五
裏

三
裏
十
一
自
嘗
伯
至
斎
室

画
史
十
九
一
袋
。
椿
従
略
耳
。

四
表
三
自
有
求
至
俗
気

画
史
二
十
表
。
有
求
者
画
史
作
知
音
求
者
。

四
裏
六
自
胸
中
至
江
天

済
北
晃
先
生
難
肋
集
巻
二
十
二
、
自
画
山
水
留
春
堂
大
扉
題
其
上
。

四
裏
八
白
虎
観
至
里
山

済
北
晃
先
生
難
肋
集
巻
二
十
二
、
自
画
山
水
寄
正
受
題
其
上
。
他
年
本
集
作

{
じ
年
、
年
清
作
年
青
、
麦
様
作
麦
臨
。

四
裏
十
自
前
身
至
照
尺

后
山
詩
注
巻
九
、
晃
無
絵
画
山
水
扇
。
照
尺
本
集
作
方
尺
。

五
表
十
一
自
飛
雪
至
如
練

務
章
黄
先
生
文
集
巻
六
、
題
晃
以
道
雪
腐
図
。
休
道
本
集
作
莫
道
。

五
裏
二
自
黄
葉
至
余
思

済
北
晃
先
生
難
肋
集
巻
六
、
題
四
弟
以
道
横
軸
画
。
浄
寒
本
集
作
静
寒
、
阪

陸
作
坂
陸
、
暮
来
作
莫
来
。

五
裏
八
自
忽
忽
至
月
円
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面
接
集
巻
四
、
自
題
画
扇
。

五
裏
十
自
我
有
至
天
涯

画
壇
集
巻
三
、
郵
正
字
宅
見
劉
明
復
所
画
箆
山
秋
景。

六
裏
一
白
老
可
至
伝
神

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
四
十
三
、
題
過
所
画
枯
木
竹
石
三
首
其
一
。
解
与
本
集

作
今
与
。

六
裏
二
晃
以
道
誌
其
墓
云
々

済
北
晃
先
生
難
肋
集
不
見
蘇
過
墓
誌
銘
。
嵩
山
文
集
巻
二
十
有
宋
故
通
直
郎

眉
山
蘇
叔
党
墓
誌
銘
、
市
不
見
書
画
之
勝
云
々
。

六
裏
六
自
不
古
至
古
也

東
披
題
抜
巻
五
、
政
{
木
漢
傑
画
、
又
政
漢
傑
画
山
、
及
又
。

七
裏
九
自
窓
前
至
扉
来

増
広
筆
注
簡
斎
詩
集
巻
十
二
、
次
韻
何
文
組
題
顔
持
約
画
水
墨
梅
花
二
首
、

又
六
言
。
窓
前
本
集
作
窟
問
、
光
景
作
光
影
、
晩
清
作
晩
来
、
路
遠
作
路
好
、

勝
研
作
膳
棟
、
乗
月
作
承
月
。

八
裏
三
自
我
有
至
阿
章

山
谷
詩
集
注
巻
一
六
戯
贈
米
元
章
二
首
、
其
二
。

十
表
一
白
杭
士
至
得
之

画
史
二
二
裏

十
表
三
自
筆
亭
至
佳
耳

画
史
三
五
表
。
但
木
何
米
佳
耳
六
字
、
画
史
作
木
不
佳
三
字
。

十
表
四
自
聞
説
至
景
元

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
四
十
九
、
題
李
景
元
画
。
牢
落
本
集
作
参
落
。
人
継
作

人
在
。
合
註
云
一
作
継
。

十
表
六
自
上
林
至
高
郵

済
北
晃
先
生
難
肋
集
巻
二
て
題
周
廉
彦
所
収
李
甲
画
三
首
。
高
刀
管
本
集
作

部椿 r画継』小考

累
、
故
世
但
以
事
伝
云
。
按
国
史
既
云
此
意
失
。

二
裏
九
自
龍
眠
至
画
骨

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
三
十
六
、
次
韻
呉
伝
正
枯
木
歌
。

三
表
四
自
又
画
至
相
也

後
山
先
生
集
巻
十
九
、
観
音
菩
薩
画
賛
。
椿
頗
改
変
耳
。

三
表
九
自
呉
道
至
而
己

図
画
見
聞
誌
巻
一
、
論
呉
生
設
色
。

三
裏
八
自
伯
時
至
像
也

画
史
一
五
裏

三
裏
十
一
自
嘗
伯
至
斎
室

画
史
十
九
一
袋
。
椿
従
略
耳
。

四
表
三
自
有
求
至
俗
気

画
史
二
十
表
。
有
求
者
画
史
作
知
音
求
者
。

四
裏
六
自
胸
中
至
江
天

済
北
晃
先
生
難
肋
集
巻
二
十
二
、
自
画
山
水
留
春
堂
大
扉
題
其
上
。

四
裏
八
白
虎
観
至
里
山

済
北
晃
先
生
難
肋
集
巻
二
十
二
、
自
画
山
水
寄
正
受
題
其
上
。
他
年
本
集
作

{
じ
年
、
年
清
作
年
青
、
麦
様
作
麦
臨
。

四
裏
十
自
前
身
至
照
尺

后
山
詩
注
巻
九
、
晃
無
絵
画
山
水
扇
。
照
尺
本
集
作
方
尺
。

五
表
十
一
自
飛
雪
至
如
練

務
章
黄
先
生
文
集
巻
六
、
題
晃
以
道
雪
腐
図
。
休
道
本
集
作
莫
道
。

五
裏
二
自
黄
葉
至
余
思

済
北
晃
先
生
難
肋
集
巻
六
、
題
四
弟
以
道
横
軸
画
。
浄
寒
本
集
作
静
寒
、
阪

陸
作
坂
陸
、
暮
来
作
莫
来
。

五
裏
八
自
忽
忽
至
月
円
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面
接
集
巻
四
、
自
題
画
扇
。

五
裏
十
自
我
有
至
天
涯

画
壇
集
巻
三
、
郵
正
字
宅
見
劉
明
復
所
画
箆
山
秋
景。

六
裏
一
白
老
可
至
伝
神

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
四
十
三
、
題
過
所
画
枯
木
竹
石
三
首
其
一
。
解
与
本
集

作
今
与
。

六
裏
二
晃
以
道
誌
其
墓
云
々

済
北
晃
先
生
難
肋
集
不
見
蘇
過
墓
誌
銘
。
嵩
山
文
集
巻
二
十
有
宋
故
通
直
郎

眉
山
蘇
叔
党
墓
誌
銘
、
市
不
見
書
画
之
勝
云
々
。

六
裏
六
自
不
古
至
古
也

東
披
題
抜
巻
五
、
政
{
木
漢
傑
画
、
又
政
漢
傑
画
山
、
及
又
。

七
裏
九
自
窓
前
至
扉
来

増
広
筆
注
簡
斎
詩
集
巻
十
二
、
次
韻
何
文
組
題
顔
持
約
画
水
墨
梅
花
二
首
、

又
六
言
。
窓
前
本
集
作
窟
問
、
光
景
作
光
影
、
晩
清
作
晩
来
、
路
遠
作
路
好
、

勝
研
作
膳
棟
、
乗
月
作
承
月
。

八
裏
三
自
我
有
至
阿
章

山
谷
詩
集
注
巻
一
六
戯
贈
米
元
章
二
首
、
其
二
。

十
表
一
白
杭
士
至
得
之

画
史
二
二
裏

十
表
三
自
筆
亭
至
佳
耳

画
史
三
五
表
。
但
木
何
米
佳
耳
六
字
、
画
史
作
木
不
佳
三
字
。

十
表
四
自
聞
説
至
景
元

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
四
十
九
、
題
李
景
元
画
。
牢
落
本
集
作
参
落
。
人
継
作

人
在
。
合
註
云
一
作
継
。

十
表
六
自
上
林
至
高
郵

済
北
晃
先
生
難
肋
集
巻
二
て
題
周
廉
彦
所
収
李
甲
画
三
首
。
高
刀
管
本
集
作
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高
月
格
、
対
両
作
対
雨
、
近
蹴
作
迎
脚
。

巻
四

一
裏
十
自
洛
陽
至
天
涯

画
堤
集
巻
三
、
部
正
字
宅
見
劉
明
復
所
画
麓
山
秋
景
。
本
集
題
五
十
六
言
四

字
無
之
。
全
才
作
才
全
、
妙
筆
作
筆
妙
、
皇
堂
作
堂
皇
。

二
表
三
自
大
夫
至
佳
作

画
史
二
十
裏
。
山
頂
山
字
画
史
無
之
。

二
表
七
自
論
画
至
妙
語

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
二
十
九
、

書
部
陵
王
主
簿
所
画
折
枝
二
首
。
為
詩
本
集

作
賦
詩
、
知
非
作
非
知
、
時
起
作
将
起
。

二
裏
三
自
嘗
与
至
長
編

済
北
晃
先
生
難
肋
集
巻
九
、
試
院
求
李
唐
臣
画
。

二
裏
五
白
人
間
至
葉
村

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
二
十
九
、

書
李
世
南
所
画
秋
景
二
首
。
果
見
本
集
作
誰

見
、
浩
歌
作
扇
舟
。

三
表
八
自
深
墨
至
自
然

画
堤
集
巻
四
、
題
醇
判
官
秋
景
煙
竹
。

三
裏
六
自
道
子
至
不
謬

東
波
題
肱
巻
五
、
政
文
勤
扇
画
。

五
表
二
自
平
生
至
陵
春

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
十
一
、
李
頗
秀
才
善
画
山
以
両
軸
見
寄
伺
有
詩
次
韻
答

之
。
合
註
云
一
本
無
山
字
。
部
椿
云
善
画
山
。
収
身
本
集
作
抽
身

五
表
五
自
野
雁
至
人
態

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
二
十
四
、
高
郵
陳
直
射
処
士
画
雁
二
首
其
一
。

五
表
七
無
答
集
中
有
:
:
:
二
首

済
北
晃
先
生
難
肋
集
巻
八
、
和
蘇
翰
林
題
李
甲
画
雁
二
首
。
部
椿
云
不
知
何

謂
也
。
蘇
詩
査
註
云
李
甲
字
景
元
。
補
之
蓋
以
陳
直
属
為
李
甲
也
。

五
表
十
自
能
文
至
而
己

東
波
題
政
巻
五
、
書
朱
象
先
画
後
。
文
以
文
字
上
題
抜
有
日
字
。

五
裏
二
自
西
征
至
図
看

画
境
集
巻
四
、
贈
山
人
張
無
惑
善
画
山
水
。
山
人
也
善
画
山
水
七
字
用
張
舜

民
詩
題
中
言
耳
。

五
裏
五
白
人
物
至
逮
也

議
章
黄
先
生
文
集
巻
二
七
、
第
七
才
子
画
。
雲
子
本
集
作
子
雲
。

五
裏
八
自
問
君
至
自
適

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
十
二
、
贈
写
真
何
充
秀
才
。

五
裏
十
一
自
升
高
至
壁
枯
、
自
初
来
至
無
跡

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
二
十
四
、
落
秀
才
画
草
虫
八
物
。
拍
壁
本
集
作
粘
壁
、

依
去
作
忽
去
、
無
跡
作
無
壇
。

六
表
四
自
字
伯
至
相
似

画
史
二
二
表
。
頗
有
生
意
四
字
画
史
作
亦
有
意
三
字
。

六
表
八
自
吾
子
至
無
対

橡
章
黄
先
生
文
集
巻
六
、
次
韻
謝
斌
老
送
墨
竹
十
二
韻
。
吾
子
本
集
作
吾
宗
。

六
裏
二
自
歳
寒
至
子
舟

務
章
黄
先
生
文
集
巻
六
、
用
前
韻
謝
子
舟
為
子
作
風
雨
竹
。
牝
牡
本
集
作
壮

士。
六
裏
五
山
谷
為
作
墨
竹
賦

山
谷
外
集
詩
注
巻
一
、
劉
明
仲
墨
竹
賦
。

六
裏
六
自
吾
宗
至
自
知

議
章
黄
先
生
文
集
巻
七
、
次
前
韻
謝
与
迫
恵
所
作
竹
五
幅
。

六
裏
九
自
吾
甥
至
然
失
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高
月
格
、
対
両
作
対
雨
、
近
蹴
作
迎
脚
。

巻
四

一
裏
十
自
洛
陽
至
天
涯

画
堤
集
巻
三
、
部
正
字
宅
見
劉
明
復
所
画
麓
山
秋
景
。
本
集
題
五
十
六
言
四

字
無
之
。
全
才
作
才
全
、
妙
筆
作
筆
妙
、
皇
堂
作
堂
皇
。

二
表
三
自
大
夫
至
佳
作

画
史
二
十
裏
。
山
頂
山
字
画
史
無
之
。

二
表
七
自
論
画
至
妙
語

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
二
十
九
、

書
部
陵
王
主
簿
所
画
折
枝
二
首
。
為
詩
本
集

作
賦
詩
、
知
非
作
非
知
、
時
起
作
将
起
。

二
裏
三
自
嘗
与
至
長
編

済
北
晃
先
生
難
肋
集
巻
九
、
試
院
求
李
唐
臣
画
。

二
裏
五
白
人
間
至
葉
村

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
二
十
九
、

書
李
世
南
所
画
秋
景
二
首
。
果
見
本
集
作
誰

見
、
浩
歌
作
扇
舟
。

三
表
八
自
深
墨
至
自
然

画
堤
集
巻
四
、
題
醇
判
官
秋
景
煙
竹
。

三
裏
六
自
道
子
至
不
謬

東
波
題
肱
巻
五
、
政
文
勤
扇
画
。

五
表
二
自
平
生
至
陵
春

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
十
一
、
李
頗
秀
才
善
画
山
以
両
軸
見
寄
伺
有
詩
次
韻
答

之
。
合
註
云
一
本
無
山
字
。
部
椿
云
善
画
山
。
収
身
本
集
作
抽
身

五
表
五
自
野
雁
至
人
態

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
二
十
四
、
高
郵
陳
直
射
処
士
画
雁
二
首
其
一
。

五
表
七
無
答
集
中
有
:
:
:
二
首

済
北
晃
先
生
難
肋
集
巻
八
、
和
蘇
翰
林
題
李
甲
画
雁
二
首
。
部
椿
云
不
知
何

謂
也
。
蘇
詩
査
註
云
李
甲
字
景
元
。
補
之
蓋
以
陳
直
属
為
李
甲
也
。

五
表
十
自
能
文
至
而
己

東
波
題
政
巻
五
、
書
朱
象
先
画
後
。
文
以
文
字
上
題
抜
有
日
字
。

五
裏
二
自
西
征
至
図
看

画
境
集
巻
四
、
贈
山
人
張
無
惑
善
画
山
水
。
山
人
也
善
画
山
水
七
字
用
張
舜

民
詩
題
中
言
耳
。

五
裏
五
白
人
物
至
逮
也

議
章
黄
先
生
文
集
巻
二
七
、
第
七
才
子
画
。
雲
子
本
集
作
子
雲
。

五
裏
八
自
問
君
至
自
適

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
十
二
、
贈
写
真
何
充
秀
才
。

五
裏
十
一
自
升
高
至
壁
枯
、
自
初
来
至
無
跡

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
二
十
四
、
落
秀
才
画
草
虫
八
物
。
拍
壁
本
集
作
粘
壁
、

依
去
作
忽
去
、
無
跡
作
無
壇
。

六
表
四
自
字
伯
至
相
似

画
史
二
二
表
。
頗
有
生
意
四
字
画
史
作
亦
有
意
三
字
。

六
表
八
自
吾
子
至
無
対

橡
章
黄
先
生
文
集
巻
六
、
次
韻
謝
斌
老
送
墨
竹
十
二
韻
。
吾
子
本
集
作
吾
宗
。

六
裏
二
自
歳
寒
至
子
舟

務
章
黄
先
生
文
集
巻
六
、
用
前
韻
謝
子
舟
為
子
作
風
雨
竹
。
牝
牡
本
集
作
壮

士。
六
裏
五
山
谷
為
作
墨
竹
賦

山
谷
外
集
詩
注
巻
一
、
劉
明
仲
墨
竹
賦
。

六
裏
六
自
吾
宗
至
自
知

議
章
黄
先
生
文
集
巻
七
、
次
前
韻
謝
与
迫
恵
所
作
竹
五
幅
。

六
裏
九
自
吾
甥
至
然
失



張
右
史
文
集
巻
四
七
。
好
画
本
集
作
好
学
、
揮
濫
作
揮
酒
、
其
法
其
字
上
有

意
字
。

六
裏
十

一
無
答
亦
有
贈
文
潜
甥
克

一
学
輿
可
画
竹
詩

済
北
晃
先
生
難
肋
集
巻
八
、
贈
文
潜
甥
楊
克
一
学
文
興
可
画
竹
求
詩
。

七
表
二
自
成
子
至
造
極

議
章
賞
先
生
文
集
巻
八
、
悟
渓
図
。

七
表
三
自
成
子
至
手
雨

東
湖
居
士
集
(
両
宋
名
賢
小
集
巻
一
百
十
四
)
。
成
子
本
集
作
成
生
、
為
雲

作
作
雲
。

巻
五

部椿 r商継』小考

二
表
三
李
徳
柔
条

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
二
十
九
、
贈
李
道
士
。
椿
全
段
用
数
及
詩
文
耳
。
且
名

本
集
作
小
名
。

二
裏
二
三
桑
花
条

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
二
十
一
、
三
柔
花
。
椿
全
段
用
数
及
詩
文
耳
。

三
表
六
白
調
毛
至
取
去

画
史
二
二
表
。
一
見
一
字
画
史
無
之
。

三
表
八
自
画
山
至
虎
也

画
史
二
二
表
。
佳
晶
画
史
作
出
品
、
林
木
作
墨
竹
。
米
老
以
下
、
画
継
頗
改

変
字
句
失
。

三
裏
一
白
天
容
至
剣
長

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
十
六
、
贈
写
御
容
妙
善
師
。
閉
房
本
集
作
間
房
、
費
眉

作
須
眉
。

三
一豪
五
自
一
見
至
晴
美

革
路
章
黄
先
生
文
集
巻
八
、
花
光
仲
仁
出
秦
蘇
詩
巻
、
思
両
国
土
不
可
復
見
、
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開
巻
絶
歎
、
因
花
光
為
我
作
梅
数
枝
、
及
画
煙
外
遠
山
、
追
少
務
韻
、
記
巻

末。

三
裏
八
白
又
見
至
後
世

議
章
黄
先
生
文
集
巻
十
て
題
花
光
画
。
椿
用
山
谷
自
注
語
。

四
表
一
自
道
禁
至
室
也

議
章
黄
先
生
文
集
巻
十
六
、
道
禁
師
画
墨
竹
序
。
自
振
自
字
上
本
集
有
欲
字
、

室
也
室
字
下
有
何
字
。
按
本
文
議
論
尚
連
下
、
市
椿
引
至
也
字
止
。
若
何
字

伯
有
、
文
意
不
可
通
。
是
以
椿
削
去
何
字
耳
。

四
裏
三
自
昔
戴
至
決
也

准
海
集
巻
三
八
。
否
戚
本
集
作
戚
否
、
積
年
積
字
下
有
数
字
、
意
法
意
字
上

有
余
字
、
研
思
亦
当
作
亦
当
研
思
。

八
表
五
自
朝
議
至
難
窮

画
史
二
二
憂
。
異
同
頗
多
、
従
略
而
己
。

八
裏
二
山
谷
有
墨
竹
値
竹
二
詩

山
谷
詩
集
注
巻
九
、

山
谷
詩
外
集
注
巻
九
。

八
裏
十
自
能
如
至
相
似

画
史
二
二
表
。
亦
不
取
全
文
、
但
取
其
意
耳
。

巻
六

二
表
六
自
陳
君
至
可
観

議
章
黄
先
生
文
集
巻
二
十
七
、
題
陳
自
然
画
。
京
師
師
字
下
本
集
有
戯
字
、

甚
可
作
便
可
。

三
表
十
一
白
金
陵
至
前
身

臨
川
先
生
文
集
巻
二
九
。
妙
入
本
集
作
故
有
。

三
裏
二
自
李
子
至
不
著

臨
川
先
生
文
集
巻
一
一
。
好
山
水
本
集
作
山
水
人
。

張
右
史
文
集
巻
四
七
。
好
画
本
集
作
好
学
、
揮
濫
作
揮
酒
、
其
法
其
字
上
有

意
字
。

六
裏
十

一
無
答
亦
有
贈
文
潜
甥
克

一
学
輿
可
画
竹
詩

済
北
晃
先
生
難
肋
集
巻
八
、
贈
文
潜
甥
楊
克
一
学
文
興
可
画
竹
求
詩
。

七
表
二
自
成
子
至
造
極

議
章
賞
先
生
文
集
巻
八
、
悟
渓
図
。

七
表
三
自
成
子
至
手
雨

東
湖
居
士
集
(
両
宋
名
賢
小
集
巻
一
百
十
四
)
。
成
子
本
集
作
成
生
、
為
雲

作
作
雲
。

巻
五

部椿 r商継』小考

二
表
三
李
徳
柔
条

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
二
十
九
、
贈
李
道
士
。
椿
全
段
用
数
及
詩
文
耳
。
且
名

本
集
作
小
名
。

二
裏
二
三
桑
花
条

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
二
十
一
、
三
柔
花
。
椿
全
段
用
数
及
詩
文
耳
。

三
表
六
白
調
毛
至
取
去

画
史
二
二
表
。
一
見
一
字
画
史
無
之
。

三
表
八
自
画
山
至
虎
也

画
史
二
二
表
。
佳
晶
画
史
作
出
品
、
林
木
作
墨
竹
。
米
老
以
下
、
画
継
頗
改

変
字
句
失
。

三
裏
一
白
天
容
至
剣
長

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
十
六
、
贈
写
御
容
妙
善
師
。
閉
房
本
集
作
間
房
、
費
眉

作
須
眉
。

三
一豪
五
自
一
見
至
晴
美

革
路
章
黄
先
生
文
集
巻
八
、
花
光
仲
仁
出
秦
蘇
詩
巻
、
思
両
国
土
不
可
復
見
、
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開
巻
絶
歎
、
因
花
光
為
我
作
梅
数
枝
、
及
画
煙
外
遠
山
、
追
少
務
韻
、
記
巻

末。

三
裏
八
白
又
見
至
後
世

議
章
黄
先
生
文
集
巻
十
て
題
花
光
画
。
椿
用
山
谷
自
注
語
。

四
表
一
自
道
禁
至
室
也

議
章
黄
先
生
文
集
巻
十
六
、
道
禁
師
画
墨
竹
序
。
自
振
自
字
上
本
集
有
欲
字
、

室
也
室
字
下
有
何
字
。
按
本
文
議
論
尚
連
下
、
市
椿
引
至
也
字
止
。
若
何
字

伯
有
、
文
意
不
可
通
。
是
以
椿
削
去
何
字
耳
。

四
裏
三
自
昔
戴
至
決
也

准
海
集
巻
三
八
。
否
戚
本
集
作
戚
否
、
積
年
積
字
下
有
数
字
、
意
法
意
字
上

有
余
字
、
研
思
亦
当
作
亦
当
研
思
。

八
表
五
自
朝
議
至
難
窮

画
史
二
二
憂
。
異
同
頗
多
、
従
略
而
己
。

八
裏
二
山
谷
有
墨
竹
値
竹
二
詩

山
谷
詩
集
注
巻
九
、

山
谷
詩
外
集
注
巻
九
。

八
裏
十
自
能
如
至
相
似

画
史
二
二
表
。
亦
不
取
全
文
、
但
取
其
意
耳
。

巻
六

二
表
六
自
陳
君
至
可
観

議
章
黄
先
生
文
集
巻
二
十
七
、
題
陳
自
然
画
。
京
師
師
字
下
本
集
有
戯
字
、

甚
可
作
便
可
。

三
表
十
一
白
金
陵
至
前
身

臨
川
先
生
文
集
巻
二
九
。
妙
入
本
集
作
故
有
。

三
裏
二
自
李
子
至
不
著

臨
川
先
生
文
集
巻
一
一
。
好
山
水
本
集
作
山
水
人
。
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三
裏
四
自
南
都
至
者
也

東
波
題
蹴
巻
五
、

書
一陳
懐
立
伝
神
。
程
懐
立
題
抜
作
陳
懐
立
。
東
坂
七
集
本

亦
作
陳
。

四
裏
一
自
居
小
至
遂
進

夢
渓
筆
談
巻
十
七

五
表
六
自
近
李
至
緯
扉

東
波
続
集
巻
五
、
答
呉
子
野
四
首
其
三
。
李
明
上
本
集
有
有
字
、
有
名
上
有

新
字
、
床
上
作
木
床
。

五
表
十
白
謝
無
至
万
怪

渓
堂
集
(
両
宋
名
賢
小
集
巻
三
十
)
、
観
察
規
画
山
水
図
。
揮
麗
本
集
作
揮

酒
、
出
万
作
生
万
。

五
裏
一
自
宗
最
至
令
無

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
五
十
、

室
田
李
宗
農
水
簾
図
。

八
表
七
自
花
心
至
喜
端

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
二
十
五
、

墨
花
。
叙
云
、
世
多
以
墨
画
山
水
竹
石
人
物

者
也
、
一
汗
入
手
白
能
之
、
為
賦
一
首
。

八
表
九
自
江
南
至
友
上

画
史
一
九
表
。

八
表
十
一
白
調
毛
至
不
俗

画
史
二
二
表
。

八
裏
一
自
江
南
至
工
也

画
史
三
六
表
。
有
逸
気
一
株
五
字
画
史
作
似
逸
筆
一
抹
為
校
七
字
。
花
頭
無

頭
字
、
意
欲
奪
造
物
五
字
作
欲
奪
造
化
四
字
。

巻
七

裏
三
無
答
有
肢

済済
北 裏 北
晃二晃
先無先
生空会生
難有難
肋題肋
集詩集
巻 巻

十十

題政
段李
吉遵
先易
小画
景 魚
三 図
首 。

『画
史
』
に
つ
い
て
は
、
津
逮
秘
書
本
の
葉
数
を
記
し
た
。
蘇
東
坂
の
詩
文
は
、

詩
に
つ
い
て
は

『蘇
文
忠
公
詩
合
註
』
を
、
文
に
つ
い
て
は
、

『経
進
東
坂
文

集
事
略
』
に
載
せ
る
も
の
は
そ
れ
を
、
載
ら
ぬ
も
の
に
つ
い
て
は
津
逮
秘
書
本

『東
披
題
政
』
あ
る
い
は
『
東
坂
七
集
』
本
を
用
い
た
。

概
観
す
る
と
、
米
南
の

『画
史
』
、
『徳
隅
斎
画
品
』
は
、
該
当
す
る
記
述

|
|
即
ち
、

『図
画
見
聞
誌
』
不
載
の
、
照
寧
以
後
の
画
家
ー
ー
を
漏
ら
さ
ず

採
録
す
る
と
い
う
意
図
が
は
っ
き
り
と
う
か
が
わ
れ
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
他
、
諸
家
の
文
集
で
は
、
東
坂

・
山
谷
の
文
集
か
ら
は
か
な
り
綿
密

に
採
集
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
晃
補
之
の
文
集

『済
北
晃
先
生
難
肋
集
』
か
ら

は
、
見
事
に
拾
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
題
画
詩
は
、
無
論
こ
の

『画
継
』

が
引
く
も
の
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
例
え
ば
文
集
巻
十
二
李
公
麟
、
巻
十
五
自
画
、

巻
十
九
趣
令
穣
、
巻
二
十
二
李
公
麟
な
ど
の
画
家
に
関
す
る
題
画
詩
が
ま
だ
他

に
も
あ
る
。
が
、
そ
れ
ら
の
画
家
に
関
す
る
記
述
は
、

『画
継
』
に
お
い
て
は

す
で
に
他
の
資
料
で
完
備
し
て
お
り
、
そ
の
故
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
に
す
ぎ

な
い
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
上
記
の
四
詩
は
、
部
椿
に
よ
っ
て
、
確
認
の
上

で
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
詩
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

張
舜
民
画
壇
集
に
は
題
画
詩
は
八
首
見
え
る
。
そ
の
う
ち
『
画
継
』
が
採
用

す
る
の
が
四
首
。
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
四
首
の
う
ち
、
二
首
は
趨
令
穣
に
関
す

る
も
の
。
他
の
二
首
に
関
し
て
は
誰
の
作
品
に
関
す
る
も
の
か
未
詳
。

米
市
宝
晋
英
光
集
に
は
二
首
を
載
せ
る
が
、
と
も
に
画
史
所
載
の
も
の
で

(あ
る
い
は
画
史
か
ら
採
取
さ
れ
て
本
集
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
も
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三
裏
四
自
南
都
至
者
也

東
波
題
蹴
巻
五
、

書
一陳
懐
立
伝
神
。
程
懐
立
題
抜
作
陳
懐
立
。
東
坂
七
集
本

亦
作
陳
。

四
裏
一
自
居
小
至
遂
進

夢
渓
筆
談
巻
十
七

五
表
六
自
近
李
至
緯
扉

東
波
続
集
巻
五
、
答
呉
子
野
四
首
其
三
。
李
明
上
本
集
有
有
字
、
有
名
上
有

新
字
、
床
上
作
木
床
。

五
表
十
白
謝
無
至
万
怪

渓
堂
集
(
両
宋
名
賢
小
集
巻
三
十
)
、
観
察
規
画
山
水
図
。
揮
麗
本
集
作
揮

酒
、
出
万
作
生
万
。

五
裏
一
自
宗
最
至
令
無

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
五
十
、

室
田
李
宗
農
水
簾
図
。

八
表
七
自
花
心
至
喜
端

蘇
文
忠
公
詩
合
註
巻
二
十
五
、

墨
花
。
叙
云
、
世
多
以
墨
画
山
水
竹
石
人
物

者
也
、
一
汗
入
手
白
能
之
、
為
賦
一
首
。

八
表
九
自
江
南
至
友
上

画
史
一
九
表
。

八
表
十
一
白
調
毛
至
不
俗

画
史
二
二
表
。

八
裏
一
自
江
南
至
工
也

画
史
三
六
表
。
有
逸
気
一
株
五
字
画
史
作
似
逸
筆
一
抹
為
校
七
字
。
花
頭
無

頭
字
、
意
欲
奪
造
物
五
字
作
欲
奪
造
化
四
字
。

巻
七

裏
三
無
答
有
肢

済済
北 裏 北
晃二晃
先無先
生空会生
難有難
肋題肋
集詩集
巻 巻

十十

題政
段李
吉遵
先易
小画
景 魚
三 図
首 。

『画
史
』
に
つ
い
て
は
、
津
逮
秘
書
本
の
葉
数
を
記
し
た
。
蘇
東
坂
の
詩
文
は
、

詩
に
つ
い
て
は

『蘇
文
忠
公
詩
合
註
』
を
、
文
に
つ
い
て
は
、

『経
進
東
坂
文

集
事
略
』
に
載
せ
る
も
の
は
そ
れ
を
、
載
ら
ぬ
も
の
に
つ
い
て
は
津
逮
秘
書
本

『東
披
題
政
』
あ
る
い
は
『
東
坂
七
集
』
本
を
用
い
た
。

概
観
す
る
と
、
米
南
の

『画
史
』
、
『徳
隅
斎
画
品
』
は
、
該
当
す
る
記
述

|
|
即
ち
、

『図
画
見
聞
誌
』
不
載
の
、
照
寧
以
後
の
画
家
ー
ー
を
漏
ら
さ
ず

採
録
す
る
と
い
う
意
図
が
は
っ
き
り
と
う
か
が
わ
れ
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
他
、
諸
家
の
文
集
で
は
、
東
坂

・
山
谷
の
文
集
か
ら
は
か
な
り
綿
密

に
採
集
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
晃
補
之
の
文
集

『済
北
晃
先
生
難
肋
集
』
か
ら

は
、
見
事
に
拾
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
題
画
詩
は
、
無
論
こ
の

『画
継
』

が
引
く
も
の
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
例
え
ば
文
集
巻
十
二
李
公
麟
、
巻
十
五
自
画
、

巻
十
九
趣
令
穣
、
巻
二
十
二
李
公
麟
な
ど
の
画
家
に
関
す
る
題
画
詩
が
ま
だ
他

に
も
あ
る
。
が
、
そ
れ
ら
の
画
家
に
関
す
る
記
述
は
、

『画
継
』
に
お
い
て
は

す
で
に
他
の
資
料
で
完
備
し
て
お
り
、
そ
の
故
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
に
す
ぎ

な
い
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
上
記
の
四
詩
は
、
部
椿
に
よ
っ
て
、
確
認
の
上

で
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
詩
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

張
舜
民
画
壇
集
に
は
題
画
詩
は
八
首
見
え
る
。
そ
の
う
ち
『
画
継
』
が
採
用

す
る
の
が
四
首
。
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
四
首
の
う
ち
、
二
首
は
趨
令
穣
に
関
す

る
も
の
。
他
の
二
首
に
関
し
て
は
誰
の
作
品
に
関
す
る
も
の
か
未
詳
。

米
市
宝
晋
英
光
集
に
は
二
首
を
載
せ
る
が
、
と
も
に
画
史
所
載
の
も
の
で

(あ
る
い
は
画
史
か
ら
採
取
さ
れ
て
本
集
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
も



部椿 『画継』小考

し
れ
な
い
が
)
、
す
で
に
『
画
継
』
に
所
載
。

陳
師
道
后
山
詩
注
に
は
二
首
。
と
も
に
『
画
継
』
所
載
。

張
采
張
右
史
文
集
に
は
四
首
あ
り
、
一
首
は
『
画
継
』
所
載
、
二
百
は
趨
令

穣
の
も
の
、
他
の
二
首
は
孫
彦
古
、
呉
照
老
。
旦
(
照
老
は
誰
は
恰
。
呉
恰
は
張

采
の
友
人
。
孫
彦
古
は
「
巻
三
孫
彦
古
画
風
雨
山
水
詩
」
で
あ
る
が
未
詳
。

王
安
石
臨
川
先
生
集
は
六
首
。
そ
の
う
ち
二
首
は
『
画
継
』
所
載
。
残
り
四

首
の
う
ち
、

一
首
は
「
陶
絹
菜
」
で
、
部
椿
は
こ
れ
に
対
し
、
陶
棋
に
伝
を
立

て
て
、
「
刑
公
有
題
所
画
果
示
徳
逢
詩
」
と
の
み
記
し
、
詩
の
本
文
を
載
せ
な

い
。
他
の
二
首
は
「
燕
侍
郎
」
の
も
の
。
燕
侍
郎
は
お
そ
ら
く
図
画
見
聞
誌
巻

三
に
も
見
え
る
燕
粛
(
尚
書
礼
部
侍
郎
で
致
仕
)
で
あ
ろ
う
。
残
る

一
首
の

「
観
王
氏
雪
国
」

(巻
三
四
)
は
未
詳
。

秦
観
准
海
集
に
は
そ
も
そ
も
題
画
詩
は
二
首
の
み
。
一
首
は
易
元
吉
で
図
画

見
聞
誌
所
載
。
も
う
一
首
は
趨
団
練
で
超
克
宣
。
他
に
「
五
百
羅
漢
図
記
」
が

あ
り
、
『
画
継
』
所
載
。

陳
与
義
簡
斎
詩
集
は
、

『画
継
』
所
載
の
詩
の
他
、
巻
三
の
江
参

(増
広
筆

注
簡
斎
詩
集
巻
二
十
九
、
題
江
参
山
水
横
軸
脅
秀
才
所
蔵
二
首
)
あ
る
い
は
巻

五
覚
心
(
同
巻
一
覚
心
画
山
水
賦
)
が
あ
る
が
、
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

『宣
和
画
譜
』
と
の
関
係
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さ
て
、
部
椿
が
い
わ
ゆ
る
士
大
夫
達
の
記
述
を
、
画
人
の
伝
記
の
資
料
の
有

力
な
材
料
と
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

一
つ
注
意
し
て
お
き
た

い
こ
と
は
、
『
宣
和
画
譜
』
と
の
関
係
で
あ
る
。

端
的
に
言
っ
て
、
全
く
『
宣
和
画
譜
』
と
の
関
連
は
見
あ
た
ら
な
い
。
『
官
一

和
画
譜
』
に
宋
人
と
し
て
伝
が
立
て
ら
れ
て
い
る
の
は
百
十
人
。
そ
の
う
ち
既

に

『図
画
見
聞
誌
』
に
見
え
る
の
が
五
十
人
。
残
っ
た
六
十
人
に
は
、
例
え
ば

顧
間
中
の
よ
う
に
、
古
い

(照
寧
以
前
の
)
画
家
も
含
ま
れ
、
そ
れ
は

『図
画

見
聞
誌
』
が
集
め
残
し
た
人
た
ち
で
あ
る
が
、
多
く
は

「図
画
見
聞
誌
を
継
ご

う
」
と
思
っ
た
部
椿
が
採
る
べ
き
画
家
達
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『画

譜
』
と
『
画
継
』
が
重
複
す
る
の
は
、
王
説
、
李
公
麟
、
李
徳
柔
(
『
官
一
和
画

譜
』
作
得
柔
)
、
陳
用
之

(『
図
面
見
聞
誌
』
作
用
智
、
『
官
一
和
画
譜
』

・
『図
絵

宝
鑑
』
作
陳
用
志
)
、
趨
士
雷
、
趨
令
松
、
超
令
穣
、
趨
宗
漢
、
劉
常
の
九
人

の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
画
家
の
伝
記
を
、
部
椿
は
諸
文
人
の
文
集
並

び
に

『画
史』

・
『
夢
渓
筆
談
』
な
ど
か
ら
採
っ
て
お
り
、
『
官
一
和
画
盛
岡
』
を
参

照
し
た
形
跡
は
な
い
。
唯

一
李
徳
柔
の
伝
の
み
が
『
宣
和
画
譜
』
と
同
じ
内
容

の
逸
話
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
実
は
蘇
東
坂
の
記
述
に
基
づ
く
も

の
で
あ
り
、
部
椿
が

『宣
和
画
譜
』
に
拠
っ
た
と
す
る
根
拠
と
は
な
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
、

『郡
斎
読
書
志
』
・
『
直
斎
書
録
解
題
』
等
の
南
宋
の
書
目
に
、

『
宣
和
書
譜
』

・
『宣
和
画
譜
』
が
現
れ
な
い
こ
と
が
、
南
{木
期
の
人
達
が
、
『
官
一

和
画
譜
』
を
見
る
機
会
の
稀
で
あ
っ
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

『天
禄
琳
郵
書
目
』
巻
九
、
明
版
子
部
宣
和
書
譜
の
条
に
、

按
ず
る
に
、
晃
氏
陳
氏
馬
氏
の
諸
書
目
、
皆
是
の
書
を
載
せ
ず
。
則
ち
宋

時
僅
か
に
内
府
の
秘
籍
為
り
て
、
並
び
に
未
だ
流
行
せ
ず
、
之
を
見
る
者

少
な
し
。

と
い
う
が
如
く
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
、

『画
継
』
引
く
と
こ
ろ
の
「
秘
閤
画
目
」
を
、
『
宣
和

画
譜
』
と
同
一
視
す
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
考
え
方
も
あ
り
(
余
紹
栄

『書
画

書
録
解
題
』
宣
和
画
譜
の
条
)
、
そ
う
す
る
と
郵
椿
が
『
宣
和
画
譜
』
を
見
た

可
能
性
も
出
て
く
る
わ
け
だ
が
、
実
は
こ
の
郵
椿
の
言
う
「
秘
閣
画
目
」
と
は
、

今
の
『
中
興
館
間
続
録
』
巻
三
の
記
述
と

一
致
す
る
の
で
あ
る
。

「秘
閣
面
白
」

は、

『画
継
』
巻
二
の
郵
王
の
条
、
趨
士
雷
の
条
と
二
度
現
れ
る
。
ま
た
、

『画

継
』
は
範
王
と
す
る
と
こ
ろ
、

『中
興
館
閣
続
録
』
は
嘉
王
と
す
る
が
、
同
一

人
物
で
、
遇
措
を
指
す
。
ま
た
、
余
紹
栄
も
問
題
に
し
て
い
る

「宣
和
香
覧
」

部椿 『画継』小考

し
れ
な
い
が
)
、
す
で
に
『
画
継
』
に
所
載
。

陳
師
道
后
山
詩
注
に
は
二
首
。
と
も
に
『
画
継
』
所
載
。

張
采
張
右
史
文
集
に
は
四
首
あ
り
、
一
首
は
『
画
継
』
所
載
、
二
百
は
趨
令

穣
の
も
の
、
他
の
二
首
は
孫
彦
古
、
呉
照
老
。
旦
(
照
老
は
誰
は
恰
。
呉
恰
は
張

采
の
友
人
。
孫
彦
古
は
「
巻
三
孫
彦
古
画
風
雨
山
水
詩
」
で
あ
る
が
未
詳
。

王
安
石
臨
川
先
生
集
は
六
首
。
そ
の
う
ち
二
首
は
『
画
継
』
所
載
。
残
り
四

首
の
う
ち
、

一
首
は
「
陶
絹
菜
」
で
、
部
椿
は
こ
れ
に
対
し
、
陶
棋
に
伝
を
立

て
て
、
「
刑
公
有
題
所
画
果
示
徳
逢
詩
」
と
の
み
記
し
、
詩
の
本
文
を
載
せ
な

い
。
他
の
二
首
は
「
燕
侍
郎
」
の
も
の
。
燕
侍
郎
は
お
そ
ら
く
図
画
見
聞
誌
巻

三
に
も
見
え
る
燕
粛
(
尚
書
礼
部
侍
郎
で
致
仕
)
で
あ
ろ
う
。
残
る

一
首
の

「
観
王
氏
雪
国
」

(巻
三
四
)
は
未
詳
。

秦
観
准
海
集
に
は
そ
も
そ
も
題
画
詩
は
二
首
の
み
。
一
首
は
易
元
吉
で
図
画

見
聞
誌
所
載
。
も
う
一
首
は
趨
団
練
で
超
克
宣
。
他
に
「
五
百
羅
漢
図
記
」
が

あ
り
、
『
画
継
』
所
載
。

陳
与
義
簡
斎
詩
集
は
、

『画
継
』
所
載
の
詩
の
他
、
巻
三
の
江
参

(増
広
筆

注
簡
斎
詩
集
巻
二
十
九
、
題
江
参
山
水
横
軸
脅
秀
才
所
蔵
二
首
)
あ
る
い
は
巻

五
覚
心
(
同
巻
一
覚
心
画
山
水
賦
)
が
あ
る
が
、
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

『宣
和
画
譜
』
と
の
関
係
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さ
て
、
部
椿
が
い
わ
ゆ
る
士
大
夫
達
の
記
述
を
、
画
人
の
伝
記
の
資
料
の
有

力
な
材
料
と
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

一
つ
注
意
し
て
お
き
た

い
こ
と
は
、
『
宣
和
画
譜
』
と
の
関
係
で
あ
る
。

端
的
に
言
っ
て
、
全
く
『
宣
和
画
譜
』
と
の
関
連
は
見
あ
た
ら
な
い
。
『
官
一

和
画
譜
』
に
宋
人
と
し
て
伝
が
立
て
ら
れ
て
い
る
の
は
百
十
人
。
そ
の
う
ち
既

に

『図
画
見
聞
誌
』
に
見
え
る
の
が
五
十
人
。
残
っ
た
六
十
人
に
は
、
例
え
ば

顧
間
中
の
よ
う
に
、
古
い

(照
寧
以
前
の
)
画
家
も
含
ま
れ
、
そ
れ
は

『図
画

見
聞
誌
』
が
集
め
残
し
た
人
た
ち
で
あ
る
が
、
多
く
は

「図
画
見
聞
誌
を
継
ご

う
」
と
思
っ
た
部
椿
が
採
る
べ
き
画
家
達
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『画

譜
』
と
『
画
継
』
が
重
複
す
る
の
は
、
王
説
、
李
公
麟
、
李
徳
柔
(
『
官
一
和
画

譜
』
作
得
柔
)
、
陳
用
之

(『
図
面
見
聞
誌
』
作
用
智
、
『
官
一
和
画
譜
』

・
『図
絵

宝
鑑
』
作
陳
用
志
)
、
趨
士
雷
、
趨
令
松
、
超
令
穣
、
趨
宗
漢
、
劉
常
の
九
人

の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
画
家
の
伝
記
を
、
部
椿
は
諸
文
人
の
文
集
並

び
に

『画
史』

・
『
夢
渓
筆
談
』
な
ど
か
ら
採
っ
て
お
り
、
『
官
一
和
画
盛
岡
』
を
参

照
し
た
形
跡
は
な
い
。
唯

一
李
徳
柔
の
伝
の
み
が
『
宣
和
画
譜
』
と
同
じ
内
容

の
逸
話
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
実
は
蘇
東
坂
の
記
述
に
基
づ
く
も

の
で
あ
り
、
部
椿
が

『宣
和
画
譜
』
に
拠
っ
た
と
す
る
根
拠
と
は
な
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
、

『郡
斎
読
書
志
』
・
『
直
斎
書
録
解
題
』
等
の
南
宋
の
書
目
に
、

『
宣
和
書
譜
』

・
『宣
和
画
譜
』
が
現
れ
な
い
こ
と
が
、
南
{木
期
の
人
達
が
、
『
官
一

和
画
譜
』
を
見
る
機
会
の
稀
で
あ
っ
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

『天
禄
琳
郵
書
目
』
巻
九
、
明
版
子
部
宣
和
書
譜
の
条
に
、

按
ず
る
に
、
晃
氏
陳
氏
馬
氏
の
諸
書
目
、
皆
是
の
書
を
載
せ
ず
。
則
ち
宋

時
僅
か
に
内
府
の
秘
籍
為
り
て
、
並
び
に
未
だ
流
行
せ
ず
、
之
を
見
る
者

少
な
し
。

と
い
う
が
如
く
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
、

『画
継
』
引
く
と
こ
ろ
の
「
秘
閤
画
目
」
を
、
『
宣
和

画
譜
』
と
同
一
視
す
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
考
え
方
も
あ
り
(
余
紹
栄

『書
画

書
録
解
題
』
宣
和
画
譜
の
条
)
、
そ
う
す
る
と
郵
椿
が
『
宣
和
画
譜
』
を
見
た

可
能
性
も
出
て
く
る
わ
け
だ
が
、
実
は
こ
の
郵
椿
の
言
う
「
秘
閣
画
目
」
と
は
、

今
の
『
中
興
館
間
続
録
』
巻
三
の
記
述
と

一
致
す
る
の
で
あ
る
。

「秘
閣
面
白
」

は、

『画
継
』
巻
二
の
郵
王
の
条
、
趨
士
雷
の
条
と
二
度
現
れ
る
。
ま
た
、

『画

継
』
は
範
王
と
す
る
と
こ
ろ
、

『中
興
館
閣
続
録
』
は
嘉
王
と
す
る
が
、
同
一

人
物
で
、
遇
措
を
指
す
。
ま
た
、
余
紹
栄
も
問
題
に
し
て
い
る

「宣
和
香
覧
」
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に
つ
い
て
は
、
郵
椿
に
よ
れ
ば
、
徽
宗
秘
府
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

「官
一和
容
覧

集
」
で
あ
り
、
徽
宗
画
院
の
作
品
集
が
三
旦
和
容
覧
冊
」
で
あ
る
。
ま
た
、

「
宣
和
容
覧
集
」
と

『官
一
和
画
譜
』
の
関
係
だ
が
、
「
宣
和
容
覧
集
」
が
郵
椿
に

よ
れ
ば
、
十
四
門
千
五
百
件
で

「
下
至
黄
居
案
」
で
あ
る
の
に
対
し
、

『宣
和

画
譜
』
は
十
門
六
千
三
百
九
十
六
軸
で
、
黄
居
案
以
降
の
画
家
を
も
含
ん
で
い

る
。
従
っ
て
、
直
接
こ
の
郵
椿
の
い
う

「官
一
和
容
覧
集
」
の
目
録
で
は
な
く
、

順
次
増
加
し
て
い
っ
た
か
、
あ
る
い
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

(時
代
的
)
範
囲
を

広
げ
て
い
っ
た
徽
宗
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
、
あ
る
時
点
で
の
目
録
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
(
た
だ
、
湯
星

『
画
鑑
』
で
は
、
画
院
の
作
品
の
方
を
叡
覧
集
と
し

@
 

て
い
る
。
)

、王

①
天
津
人
民
美
術
出
版
社
一
九
八
二
年
刊
、
五
三
|
五
五
頁

②
逸
格
に
対
す
る
郵
椿
の
批
判
は
、
逸
格
を
全
面
的
に
否
定
し
た
の
で
は
な
く
、
孫

位
は
認
め
る
が
、
後
世
、
石
崎
町
、
孫
太
古
、
あ
る
い
は
貫
休
、
雲
子
に
下
っ
て
、

だ
め
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
が
郵
椿
の
見
解
で
あ
る
。

『商
継
』
巻
九
「
画
之
逸

格
、
至
孫
位
極
失
」
の
条
を
参
照
。
ま
た
、
こ
の
孫
位
尊
重
は
、
黄
休
復
が

『益

州
名
画
録
』
に
お
い
て
、
孫
位
を
唯
一
人
逸
品
に
品
第
す
る
の
に
基
づ
い
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

③
以
下
、

『画
継
』
の
引
用
は
、
遼
寧
省
図
書
館
現
蔵
南
宋
刊
本

(古
逸
叢
書
三
編
影

印
本
)
を
用
い
る
。

④
他
に
「
軽
清
」
が
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
は
、
「
筆
墨
軽
清
」
あ
る
い
は
「
筆
法
軽

清
」
と
、
描
線
か
ら
受
け
る
印
象
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。

⑤
た
だ
し
、
郭
若
虚
が
、
絵
画
に
お
け
る
「
気
」
を
、
す
べ
て
作
者
の
人
品
に
も
と

づ
く
気
韻
と
い
う
要
素
に
還
元
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

張
彦
遠

『歴
代
名
画
記
』
が
強
調
す
る
、
「
用
筆」
、
つ
ま
り
、
画
面
上
の
描
線

に
気
を
見
ょ
う
と
す
る
考
え
方
、
例
え
ば
、

夫
用
界
筆
直
尺
、
界
筆
是
死
画
也
。
守
其
神
、
専
其
て
是
真
画
也
。
死
画

満
壁
、
易
如
壌
汚
。
真
画
一
劃
、
見
其
生
気
。

(『
歴
代
名
画
記
』
巻
二
「
論

顧
陸
張
呉
用
筆
」

)

を
、
郭
若
虚
は
、
な
お
そ
の
考
え
を
受
け
継
い
で
い
る
。
そ
れ
は
、

『図
画
見
関

誌
』
巻
一
「
論
用
筆
得
失
」
の
、
所
謂
「
三
病
」
か
ら
、
よ
く
見
て
取
れ
る
。

又
、
画
有
三
病
。
皆
繋
用
筆
。
所
謂
三
者
、
一
日
版
、

二
日
刻
、

三
日
結
。

版
者
、
腕
弱
筆
療
、
全
一
酌
取
与
。
物
状
平
編
、
不
能
円
混
也
。
刻
者
、
運
筆

中
凝
、
心
手
相
戻
。
勾
画
之
際
、
妄
生
圭
角
也
。
結
者
、
欲
行
不
行
、
当
散

不
散
、
似
物
凝
擬
、
不
能
流
暢
也
。

(『
図
画
見
聞
誌
』
巻

一
)

さ
ら
に
、
呉
道
玄
評
に
お
い
て
も
、

呉
之
筆
、
其
勢
円
転
、
衣
服
瓢
挙
。(『
図
画
見
聞
誌
』
巻
一
「
論
曹
呉
体

法
」
)

落
筆
雄
勤
、
停
彩
簡
淡
。

(『
図
面
見
聞
誌
』
巻
一

「論
呉
生
設
色
」

)

と
み
え
、
こ
の
二
文
も
、
張
彦
遠
以
来
の
、
呉
道
玄
観
、
呉
道
玄
評
に
そ
っ
た
も

の
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
呉
道
玄
評
に
限
ら
れ
た
も
の
で
な
く
、
先
の

「
三
病
」
に
見
ら
れ
る
如
く
、
絵
画
評
価
の
基
礎
的
な
標
準
と
し
て
、
描
線
に
気

を
見
る
考
え
方
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
端
的
に
は
「
筆
気
」
と
い
う
用
例
も
見
ら
れ
る
。

至
如
趨
昌
、
但
多
用
定
本
臨
模
、
筆
気
一鳳
儒
、
惟
尚
侍
彩
之
功
也
。

(『
図
画

見
聞
誌
』
巻
六
、
没
骨
画
)

ま
た
、

『図
画
見
聞
誌
』
巻
五
、
王
維
の
条
に
、

善
措
山
水
人
物
、
筆
縦
雄
壮
、
体
渉
古
今
。

と
あ
る
こ
と
な
ど
、
後
の
王
維
観
か
ら
は
、
い
さ
さ
か
ず
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

郭
若
虚
の
用
筆
に
関
す
る
意
識
を
探
る
上
で
は
参
考
に
な
ろ
う
。

⑥
「
務
心
」
の
代
表
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
{
木
の
仁
宗
で
あ
る
。

太
上
滋
心
、
難
可
与
臣
下
並
列
、
故
尊
之
巻
首
。

(『
図
画
見
聞
誌
』
巻
三
)
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に
つ
い
て
は
、
郵
椿
に
よ
れ
ば
、
徽
宗
秘
府
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

「官
一和
容
覧

集
」
で
あ
り
、
徽
宗
画
院
の
作
品
集
が
三
旦
和
容
覧
冊
」
で
あ
る
。
ま
た
、

「
宣
和
容
覧
集
」
と

『官
一
和
画
譜
』
の
関
係
だ
が
、
「
宣
和
容
覧
集
」
が
郵
椿
に

よ
れ
ば
、
十
四
門
千
五
百
件
で

「
下
至
黄
居
案
」
で
あ
る
の
に
対
し
、

『宣
和

画
譜
』
は
十
門
六
千
三
百
九
十
六
軸
で
、
黄
居
案
以
降
の
画
家
を
も
含
ん
で
い

る
。
従
っ
て
、
直
接
こ
の
郵
椿
の
い
う

「官
一
和
容
覧
集
」
の
目
録
で
は
な
く
、

順
次
増
加
し
て
い
っ
た
か
、
あ
る
い
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

(時
代
的
)
範
囲
を

広
げ
て
い
っ
た
徽
宗
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
、
あ
る
時
点
で
の
目
録
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
(
た
だ
、
湯
星

『
画
鑑
』
で
は
、
画
院
の
作
品
の
方
を
叡
覧
集
と
し

@
 

て
い
る
。
)

、王

①
天
津
人
民
美
術
出
版
社
一
九
八
二
年
刊
、
五
三
|
五
五
頁

②
逸
格
に
対
す
る
郵
椿
の
批
判
は
、
逸
格
を
全
面
的
に
否
定
し
た
の
で
は
な
く
、
孫

位
は
認
め
る
が
、
後
世
、
石
崎
町
、
孫
太
古
、
あ
る
い
は
貫
休
、
雲
子
に
下
っ
て
、

だ
め
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
が
郵
椿
の
見
解
で
あ
る
。

『商
継
』
巻
九
「
画
之
逸

格
、
至
孫
位
極
失
」
の
条
を
参
照
。
ま
た
、
こ
の
孫
位
尊
重
は
、
黄
休
復
が

『益

州
名
画
録
』
に
お
い
て
、
孫
位
を
唯
一
人
逸
品
に
品
第
す
る
の
に
基
づ
い
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

③
以
下
、

『画
継
』
の
引
用
は
、
遼
寧
省
図
書
館
現
蔵
南
宋
刊
本

(古
逸
叢
書
三
編
影

印
本
)
を
用
い
る
。

④
他
に
「
軽
清
」
が
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
は
、
「
筆
墨
軽
清
」
あ
る
い
は
「
筆
法
軽

清
」
と
、
描
線
か
ら
受
け
る
印
象
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。

⑤
た
だ
し
、
郭
若
虚
が
、
絵
画
に
お
け
る
「
気
」
を
、
す
べ
て
作
者
の
人
品
に
も
と

づ
く
気
韻
と
い
う
要
素
に
還
元
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

張
彦
遠

『歴
代
名
画
記
』
が
強
調
す
る
、
「
用
筆」
、
つ
ま
り
、
画
面
上
の
描
線

に
気
を
見
ょ
う
と
す
る
考
え
方
、
例
え
ば
、

夫
用
界
筆
直
尺
、
界
筆
是
死
画
也
。
守
其
神
、
専
其
て
是
真
画
也
。
死
画

満
壁
、
易
如
壌
汚
。
真
画
一
劃
、
見
其
生
気
。

(『
歴
代
名
画
記
』
巻
二
「
論

顧
陸
張
呉
用
筆
」

)

を
、
郭
若
虚
は
、
な
お
そ
の
考
え
を
受
け
継
い
で
い
る
。
そ
れ
は
、

『図
画
見
関

誌
』
巻
一
「
論
用
筆
得
失
」
の
、
所
謂
「
三
病
」
か
ら
、
よ
く
見
て
取
れ
る
。

又
、
画
有
三
病
。
皆
繋
用
筆
。
所
謂
三
者
、
一
日
版
、

二
日
刻
、

三
日
結
。

版
者
、
腕
弱
筆
療
、
全
一
酌
取
与
。
物
状
平
編
、
不
能
円
混
也
。
刻
者
、
運
筆

中
凝
、
心
手
相
戻
。
勾
画
之
際
、
妄
生
圭
角
也
。
結
者
、
欲
行
不
行
、
当
散

不
散
、
似
物
凝
擬
、
不
能
流
暢
也
。

(『
図
画
見
聞
誌
』
巻

一
)

さ
ら
に
、
呉
道
玄
評
に
お
い
て
も
、

呉
之
筆
、
其
勢
円
転
、
衣
服
瓢
挙
。(『
図
画
見
聞
誌
』
巻
一
「
論
曹
呉
体

法
」
)

落
筆
雄
勤
、
停
彩
簡
淡
。

(『
図
面
見
聞
誌
』
巻
一

「論
呉
生
設
色
」

)

と
み
え
、
こ
の
二
文
も
、
張
彦
遠
以
来
の
、
呉
道
玄
観
、
呉
道
玄
評
に
そ
っ
た
も

の
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
呉
道
玄
評
に
限
ら
れ
た
も
の
で
な
く
、
先
の

「
三
病
」
に
見
ら
れ
る
如
く
、
絵
画
評
価
の
基
礎
的
な
標
準
と
し
て
、
描
線
に
気

を
見
る
考
え
方
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
端
的
に
は
「
筆
気
」
と
い
う
用
例
も
見
ら
れ
る
。

至
如
趨
昌
、
但
多
用
定
本
臨
模
、
筆
気
一鳳
儒
、
惟
尚
侍
彩
之
功
也
。

(『
図
画

見
聞
誌
』
巻
六
、
没
骨
画
)

ま
た
、

『図
画
見
聞
誌
』
巻
五
、
王
維
の
条
に
、

善
措
山
水
人
物
、
筆
縦
雄
壮
、
体
渉
古
今
。

と
あ
る
こ
と
な
ど
、
後
の
王
維
観
か
ら
は
、
い
さ
さ
か
ず
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

郭
若
虚
の
用
筆
に
関
す
る
意
識
を
探
る
上
で
は
参
考
に
な
ろ
う
。

⑥
「
務
心
」
の
代
表
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
{
木
の
仁
宗
で
あ
る
。

太
上
滋
心
、
難
可
与
臣
下
並
列
、
故
尊
之
巻
首
。

(『
図
画
見
聞
誌
』
巻
三
)
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⑦
『
古
画
品
録
』
か
ら

『歴
代
名
画
記
』
に
い
た
る
、
中
国
芸
術
に
お
け
る
気
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
準
備
し
て
い
る
。

③

「
五
代
北
宋
初
期
山
水
画
の
一
考
察
i
剤
浩

・
関
同

・
郭
忠
恕

・
燕
文
責
」

『東

方
学
報
』
京
都
第
四
十
九
冊
。

⑨
荒
井
健

・
輿
膳
宏

『文
学
論
集
』
(
一
九
七
二
年

・
朝
日
新
聞
社
刊
)
二
七
六
頁
、

吉
川
幸
次
郎

・
三
浦
園
雄

『朱
子
集
』
(
一
九
七
六
年

・
朝
日
新
聞
社
刊
)
一
七
三

頁
参
照
。

⑩
絵
画
理
論
史
上
に
お
い
て
、
「
気
象
」
が
す
べ
て
此
の
如
く
還
元
で
き
る
わ
け
で
は

無
論
な
い
。
こ
こ
で
は
山
水
画
論
に
お
け
る
「
気
象
」
に
つ
い
て
述
べ
る
に
と
ど

め
、
北
宋
期
全
般
に
わ
た
る
「
気
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
期
し
、
し
ば

ら
く
こ
こ
に
は
、
同
時
代
の
用
例
を
掲
げ
る
。

且
観
之
之
法
、
先
観
其
気
象
、
後
定
其
去
就
、
次
根
其
意
、
終
求
其
理
、

此

乃
定
商
之
鈴
鍵
也
。
(
『聖
朝
名
画
評
』
序
。
但
四
庫
提
要
云
、
首
有
序
文
不

著
名
氏
、
其
調
亦
不
類
序
体
、
疑
為
書
前
発
凡
、
後
人
以
原
書
無
序
、
析
出

別
為
一
篇
也
。
)

劉
道
醇
に
は
、
他
に
「
気
韻
」
「
気
談
」
な
ど
が
随
所
に
見
え
、
こ
の
文
に
お
け

る
用
例
も
、
広
く

「気
の
あ
ら
わ
れ
」
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

松
石
墨
竹
、
筆
精
墨
妙
、
雄
壮
気
象
、
莫
可
記
述
、
非
天
縦
其
能
、
情
高
格

逸
、
其
執
能
与
於
此
邪
。
(
『益
州
名
画
録
』
巻
上
孫
位
)

孫
位
所
作
:
・
:
筆
勢
超
軟
、
気
象
雄
放
、
非
其
胸
中
豪
落
不
凡
、
能
窺
神
物

変
化
、
窮
究
百
物
情
状
、
未
易
能
也
。
(
『徳
隅
斎
函
品
』
春
龍
起
塾
図
〉

と
も
に
孫
位
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
李
騰
は
、
黄
休
復
の
記
述
に
影
響
を
受

け
た
可
能
性
が
高
い
が
、
李
腐
の
解
釈
に
拠
れ
ば
、
作
者
の
気
が
画
面
に
写
さ
れ
、

そ
の
気
が
画
面
に
あ
ら
わ
れ
た
と
見
る
べ
き
例
で
あ
る
。

ま
た
、
時
代
は
下
る
が
、
湯
塁
の

唐
無
名
人
画
至
多
、
要
皆
望
而
知
其
為
唐
人
、
別
有
一
種
気
象
、
非
宋
人
所

可
比
也
。
(
『画
鑑
』
〉
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は、

「雰
囲
気
」
と
で
も
訳
し
う
る
例
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
最
も
広
い
意
味
を
含

ん
だ
用
例
と
い
え
よ
う
。
(
『画
鑑
』
は
同
様
の
用
例
を
、
趨
孟
頬
の
題
践
の
言
と

し
て
も
引
用
し
て
い
る
。
)

そ
の
中
で
、
韓
拙
撰
と
さ
れ
る

『山
水
純
全
集
』
の
用
例
、

山
有
四
時
之
色
、
春
山
艶
冶
、
夏
山
蒼
翠
、
秋
山
明
浄
、
冬
山
惨
淡
、
此
四

時
之
気
象
然
也
。

あ
る
い
は
、

且
山
、
以
林
木
為
衣
裳
:
:
:
以
水
源
為
血
脈
、
以
嵐
霧
為
気
象
。

は
、
本
文
に
引
用
し
た
用
例
の
意
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

⑪
李
成
の
索
、
林
の
寓
意
は
、
都
椿
も
言
及
す
る
。
『
画
継
』
巻
九
「
李
営
丘
、
多
才
足

学
之
士
也
」
の
条
を
参
照
。

⑫
こ
の
時
期
、
気
勢
あ
る
い
は
気
韻
を
説
く
文
献
と
し
て
重
要
な
も
の
に
剤
浩
撲
と

さ
れ
る

『筆
法
記
』
が
あ
る
が
、
そ
の
成
立
に
い
さ
さ
か
の
問
題
が
あ
り
、
稿
を

改
め
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

⑬

『林
泉
高
致
』
に
お
い
て
も
、
「
秀
」
が
必
ず
し
も
「
秀
娼
」
と
い
う
方
向
の
み
な

ら
ず
、
通
常
こ
の
言
葉
に
帰
せ
ら
れ
る
「
山
の
高
さ
」
に
関
わ
る
方
向
で
用
い
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
。

蓋
山
尽
出
、
不
唯
無
秀
抜
之
高
、
兼
何
異
画
碓
賞
。
水
尽
出
、
不
唯
無
盤
折

之
遠
、
兼
何
異
画
駈
矧
。
(
山
水
訓
)

⑭
郭
若
虚
は
、
こ
の
「
潤
い
」
に
関
し
て
は
、
「
気
象
」
で
は
な
く
、
護
法
の
方
に
意

識
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
先
の
巨
然
の
「
筆
墨
秀
潤
」
あ
る
い
は
、
李
宗
成
に

「
破
墨
潤
娼
」
、
侯
封
に
「
筆
墨
調
潤
」
な
ど
の
例
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
李

成
を
「
潤
」
と
見
る
か
ど
う
か
は
あ
る
問
題
を
含
ん
で
い
る
が
、
本
稿
で
は
触
れ

ら
れ
な
か
っ
た
。

⑮
郵
椿
も
、
全
面
的
に
気
韻
を
画
面
に
引
き
寄
せ
た
の
で
は
な
い
。

宋
荘
、
字
臨
仲
。
漢
傑
之
孫
也
。
其
於
山
水
、
気
韻
得
家
法
、
但
筆
未
老
耳
。

(『画
継
』
巻
五
)
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⑦
『
古
画
品
録
』
か
ら

『歴
代
名
画
記
』
に
い
た
る
、
中
国
芸
術
に
お
け
る
気
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
準
備
し
て
い
る
。

③

「
五
代
北
宋
初
期
山
水
画
の
一
考
察
i
剤
浩

・
関
同

・
郭
忠
恕

・
燕
文
責
」

『東

方
学
報
』
京
都
第
四
十
九
冊
。

⑨
荒
井
健

・
輿
膳
宏

『文
学
論
集
』
(
一
九
七
二
年

・
朝
日
新
聞
社
刊
)
二
七
六
頁
、

吉
川
幸
次
郎

・
三
浦
園
雄

『朱
子
集
』
(
一
九
七
六
年

・
朝
日
新
聞
社
刊
)
一
七
三

頁
参
照
。

⑩
絵
画
理
論
史
上
に
お
い
て
、
「
気
象
」
が
す
べ
て
此
の
如
く
還
元
で
き
る
わ
け
で
は

無
論
な
い
。
こ
こ
で
は
山
水
画
論
に
お
け
る
「
気
象
」
に
つ
い
て
述
べ
る
に
と
ど

め
、
北
宋
期
全
般
に
わ
た
る
「
気
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
期
し
、
し
ば

ら
く
こ
こ
に
は
、
同
時
代
の
用
例
を
掲
げ
る
。

且
観
之
之
法
、
先
観
其
気
象
、
後
定
其
去
就
、
次
根
其
意
、
終
求
其
理
、

此

乃
定
商
之
鈴
鍵
也
。
(
『聖
朝
名
画
評
』
序
。
但
四
庫
提
要
云
、
首
有
序
文
不

著
名
氏
、
其
調
亦
不
類
序
体
、
疑
為
書
前
発
凡
、
後
人
以
原
書
無
序
、
析
出

別
為
一
篇
也
。
)

劉
道
醇
に
は
、
他
に
「
気
韻
」
「
気
談
」
な
ど
が
随
所
に
見
え
、
こ
の
文
に
お
け

る
用
例
も
、
広
く

「気
の
あ
ら
わ
れ
」
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

松
石
墨
竹
、
筆
精
墨
妙
、
雄
壮
気
象
、
莫
可
記
述
、
非
天
縦
其
能
、
情
高
格

逸
、
其
執
能
与
於
此
邪
。
(
『益
州
名
画
録
』
巻
上
孫
位
)

孫
位
所
作
:
・
:
筆
勢
超
軟
、
気
象
雄
放
、
非
其
胸
中
豪
落
不
凡
、
能
窺
神
物

変
化
、
窮
究
百
物
情
状
、
未
易
能
也
。
(
『徳
隅
斎
函
品
』
春
龍
起
塾
図
〉

と
も
に
孫
位
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
李
騰
は
、
黄
休
復
の
記
述
に
影
響
を
受

け
た
可
能
性
が
高
い
が
、
李
腐
の
解
釈
に
拠
れ
ば
、
作
者
の
気
が
画
面
に
写
さ
れ
、

そ
の
気
が
画
面
に
あ
ら
わ
れ
た
と
見
る
べ
き
例
で
あ
る
。

ま
た
、
時
代
は
下
る
が
、
湯
塁
の

唐
無
名
人
画
至
多
、
要
皆
望
而
知
其
為
唐
人
、
別
有
一
種
気
象
、
非
宋
人
所

可
比
也
。
(
『画
鑑
』
〉
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は、

「雰
囲
気
」
と
で
も
訳
し
う
る
例
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
最
も
広
い
意
味
を
含

ん
だ
用
例
と
い
え
よ
う
。
(
『画
鑑
』
は
同
様
の
用
例
を
、
趨
孟
頬
の
題
践
の
言
と

し
て
も
引
用
し
て
い
る
。
)

そ
の
中
で
、
韓
拙
撰
と
さ
れ
る

『山
水
純
全
集
』
の
用
例
、

山
有
四
時
之
色
、
春
山
艶
冶
、
夏
山
蒼
翠
、
秋
山
明
浄
、
冬
山
惨
淡
、
此
四

時
之
気
象
然
也
。

あ
る
い
は
、

且
山
、
以
林
木
為
衣
裳
:
:
:
以
水
源
為
血
脈
、
以
嵐
霧
為
気
象
。

は
、
本
文
に
引
用
し
た
用
例
の
意
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

⑪
李
成
の
索
、
林
の
寓
意
は
、
都
椿
も
言
及
す
る
。
『
画
継
』
巻
九
「
李
営
丘
、
多
才
足

学
之
士
也
」
の
条
を
参
照
。

⑫
こ
の
時
期
、
気
勢
あ
る
い
は
気
韻
を
説
く
文
献
と
し
て
重
要
な
も
の
に
剤
浩
撲
と

さ
れ
る

『筆
法
記
』
が
あ
る
が
、
そ
の
成
立
に
い
さ
さ
か
の
問
題
が
あ
り
、
稿
を

改
め
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

⑬

『林
泉
高
致
』
に
お
い
て
も
、
「
秀
」
が
必
ず
し
も
「
秀
娼
」
と
い
う
方
向
の
み
な

ら
ず
、
通
常
こ
の
言
葉
に
帰
せ
ら
れ
る
「
山
の
高
さ
」
に
関
わ
る
方
向
で
用
い
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
。

蓋
山
尽
出
、
不
唯
無
秀
抜
之
高
、
兼
何
異
画
碓
賞
。
水
尽
出
、
不
唯
無
盤
折

之
遠
、
兼
何
異
画
駈
矧
。
(
山
水
訓
)

⑭
郭
若
虚
は
、
こ
の
「
潤
い
」
に
関
し
て
は
、
「
気
象
」
で
は
な
く
、
護
法
の
方
に
意

識
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
先
の
巨
然
の
「
筆
墨
秀
潤
」
あ
る
い
は
、
李
宗
成
に

「
破
墨
潤
娼
」
、
侯
封
に
「
筆
墨
調
潤
」
な
ど
の
例
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
李

成
を
「
潤
」
と
見
る
か
ど
う
か
は
あ
る
問
題
を
含
ん
で
い
る
が
、
本
稿
で
は
触
れ

ら
れ
な
か
っ
た
。

⑮
郵
椿
も
、
全
面
的
に
気
韻
を
画
面
に
引
き
寄
せ
た
の
で
は
な
い
。

宋
荘
、
字
臨
仲
。
漢
傑
之
孫
也
。
其
於
山
水
、
気
韻
得
家
法
、
但
筆
未
老
耳
。

(『画
継
』
巻
五
)
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高
雅
な
人
口
聞
と
い
う
性
格
は
、
宋
漢
傑
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
を
、
こ
こ
で

は
「
気
韻
得
家
法
」
と
表
現
し
て
い
る
。

⑮
蘇
東
坂
に
つ
い
て
は
拙
稿
参
照
。
「
蘇
東
坂
の
絵
画
論
と

『東
披
易
伝
』
」

(『
日

本
中
国
学
会
報
』
第
四
十
二
集
)

⑪
都
椿
が
い
う
創
意
の
例
と
し
て
は
、
巻
一
徽
宗
の
条
に
み
え
る
画
院
の
御
題
に
基

づ
く
作
画
の
二
例
、
あ
る
い
は
巻
六
の
戦
徳
潤
の
御
題
画
の
例
が
あ
る
。

⑮

『唐
朝
名
画
録
』
の
記
事
は
以
下
の
通
り
。

管
以
手
援
時
叫
墨
田
、
一
時
斉
下
、
一
為
生
枝
、
一
為
枯
枝
、
気
倣
煙
霞
、
勢
凌

風
雨
、
援
符
之
形
、
鱗
敏
之
状
、
随
意
縦
横
、
応
手
間
出
。
生
校
則
潤
含
春

沢
、
枯
校
則
惨
同
秋
色
。

(神
品
下
)

つ
ま
り

「経
営
両
足
、
気
韻
隻
高
」
は
郭
若
虚
の
潤
色
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
、

気
韻
と
、
そ
れ
以
外
の
要
素
と
を
区
別
す
る
郭
若
虚
の
意
識
が
見
て
取
れ
よ
う
。

『図
画
見
聞
誌
』
巻
一
の
「
論
製
作
楕
模
」
に
お
け
る
、

「描
き
方
」
に
関
す
る
郭

若
虚
空
一
=口
説
も
、
そ
の
よ
う
な
方
向
で
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

⑮
な
お
、
蘇
東
坂
の
竹
に
関
す
る
議
論
、
つ
ま
り
、
胸
中
の
竹
と
い
う
考
え
方
は
、

山
水
画
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
宋
迫
が
く
ず
れ
た
壁
に
絹
素
を
張
っ
て
、
「
心
存
黙

想
」
し
て
、
山
水
の
イ
メ
ー
ジ
を
得
る

(夢
渓
筆
談
に
基
づ
く
。
画
継
に
も
引
用

す
る
)
と
い
う
方
向
に
も
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
郵
椿
は
こ
れ
に
類
す
る
記
事

を
、
巻
六
李
覚
の
条
に

長
於
山
水
、
毎
被
酒
、
則
繍
素
子
壁
、
以
墨
滋
之
、
随
而
成
象
、
曲
尽
自
然

之
態
。

と
記
し
、
あ
る
い
は
、
巻
九
論
遠
に
所
謂
郭
照
の

「
影
壁
」
に
も
言
及
し
て
い

る。
こ
の
東
域
的
な
「
胸
中
の
竹
」
を
山
水
画
に
も
応
用
し
て
、
前
面
に
押
し
出
す

の
は
、

『宣
和
函
譜
』
山
水
序
論
で
あ
る
が
、
郵
椿
は
そ
こ
ま
で
重
要
視
し
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
宋
代
山
水
画
を
考
え
る
際
に
、
も
う
一
つ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

流
れ
、
即
ち
董
源

・
巨
然
か
ら
米
市
へ
と
い
う
系
統
に
つ
い
て
は
、
部
構
は
、
米

市
評

(巻一
ニ
)
に
お
い
て
、
「
無
一
筆
関
同
李
成
俗
気
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
画
史

の
記
述
の
引
き
写
し
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
山
水
画
に
関
し
て
は
、
都
椿
が
自
ら

述
べ
る
如
く
、
米
市
の
作
品
は
見
て
い
な
い
。
た
だ
、
米
友
仁
評
(
巻
二
一
)
で
は
、

天
機
超
逸
、
不
事
縄
墨
。
其
所
作
山
水
、
点
滴
煙
雲
、
草
草
而
成
、
而
不
失

天
真
、
其
風
気
肖
乃
翁
也
。

と
し
、
所
謂
米
市
の
い
う
「
平
淡
天
真
」
「
不
装
巧
趣
」

(画
史
)
を
受
け
て
語

っ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
そ
の
ま
ま
後
世
の
画
論
に
受
け
継
が

れ
て
い
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

⑮
嵩
山
集
に
は
、
題
画
詩
が
一
六
首
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
趨
令
穣
・
曹
仁
照

(図

画
見
聞
誌
巻
四
所
載
)
な
ど
の
、
部
椿
が
見
た
と
し
て
も
採
用
さ
れ
ぬ
も
の
も
あ

る
が
、
他
に
画
史
類
に
現
れ
ぬ
画
家
の
も
の
を
も
含
ん
で
い
る
。
部
椿
の
難
肋
集

を
材
料
に
し
た
伝
の
立
て
方
、
例
え
ば

李
遵
易
、
不
知
何
郡
人
、
無
処
ロ
有
政
画
魚
図
、
甚
詳
。

(巻
七
畜
獣
虫
色
…
)

段
吉
先
、
不
知
何
地
人
、
無
答
有
題
其
小
景
三
絶
。

(巻
七
小
景
雑
画
)

を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
二
人
に
関
し
て
郡
椿
は
、
晃
補
之
の
題
画
詩
以

外
に
何
ら
情
報
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
虫
魚

・
小
景
に
分
類
さ

れ
て
い
る
の
も
、
た
だ
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
絵
画
に
つ
い
て
、
た
ま
た
ま
題
画
詩
が

残
っ
て
い
る
と
い
う
だ
け
の
根
拠
し
か
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(れ
っ
き
と
し
た

詩
人
の
題
画
詩
を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
、
単
に
伝
聞
に
よ
る
も
の
に
比
べ
て
、
彼

ら
に
と
っ
て
「
意
味
」
な
い
し
「
確
実
性
」
の
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
疑

う
余
地
は
な
い
が
。)

つ
ま
り
、
他
に
何
の
資
料
が
な
く
と
も
、

一
つ
の
題
画
詩
が

あ
る
こ
と
は
、
部
椿
に
と
っ
て
貴
重
な
資
料
と
し
て

『画
継
』
に
立
伝
す
る
の
に

十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
事
に
一
首
も
採

用
さ
れ
ぬ
の
は
、
こ
の
十
首
に
現
れ
た
画
家
た
ち
が
、
す
べ
て
照
寧
以
前
の
画
家

で
あ
る
か
、
都
椿
が
嵩
山
集
を
見
て
い
な
い
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
り
、
お
そ
ら
く

は
後
者
の
推
測
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

(な
お
、

『画
継
』
巻
三
蘇
過
の
伝
に
部
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高
雅
な
人
口
聞
と
い
う
性
格
は
、
宋
漢
傑
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
を
、
こ
こ
で

は
「
気
韻
得
家
法
」
と
表
現
し
て
い
る
。

⑮
蘇
東
坂
に
つ
い
て
は
拙
稿
参
照
。
「
蘇
東
坂
の
絵
画
論
と

『東
披
易
伝
』
」

(『
日

本
中
国
学
会
報
』
第
四
十
二
集
)

⑪
都
椿
が
い
う
創
意
の
例
と
し
て
は
、
巻
一
徽
宗
の
条
に
み
え
る
画
院
の
御
題
に
基

づ
く
作
画
の
二
例
、
あ
る
い
は
巻
六
の
戦
徳
潤
の
御
題
画
の
例
が
あ
る
。

⑮

『唐
朝
名
画
録
』
の
記
事
は
以
下
の
通
り
。

管
以
手
援
時
叫
墨
田
、
一
時
斉
下
、
一
為
生
枝
、
一
為
枯
枝
、
気
倣
煙
霞
、
勢
凌

風
雨
、
援
符
之
形
、
鱗
敏
之
状
、
随
意
縦
横
、
応
手
間
出
。
生
校
則
潤
含
春

沢
、
枯
校
則
惨
同
秋
色
。

(神
品
下
)

つ
ま
り

「経
営
両
足
、
気
韻
隻
高
」
は
郭
若
虚
の
潤
色
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
、

気
韻
と
、
そ
れ
以
外
の
要
素
と
を
区
別
す
る
郭
若
虚
の
意
識
が
見
て
取
れ
よ
う
。

『図
画
見
聞
誌
』
巻
一
の
「
論
製
作
楕
模
」
に
お
け
る
、

「描
き
方
」
に
関
す
る
郭

若
虚
空
一
=口
説
も
、
そ
の
よ
う
な
方
向
で
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

⑮
な
お
、
蘇
東
坂
の
竹
に
関
す
る
議
論
、
つ
ま
り
、
胸
中
の
竹
と
い
う
考
え
方
は
、

山
水
画
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
宋
迫
が
く
ず
れ
た
壁
に
絹
素
を
張
っ
て
、
「
心
存
黙

想
」
し
て
、
山
水
の
イ
メ
ー
ジ
を
得
る

(夢
渓
筆
談
に
基
づ
く
。
画
継
に
も
引
用

す
る
)
と
い
う
方
向
に
も
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
郵
椿
は
こ
れ
に
類
す
る
記
事

を
、
巻
六
李
覚
の
条
に

長
於
山
水
、
毎
被
酒
、
則
繍
素
子
壁
、
以
墨
滋
之
、
随
而
成
象
、
曲
尽
自
然

之
態
。

と
記
し
、
あ
る
い
は
、
巻
九
論
遠
に
所
謂
郭
照
の

「
影
壁
」
に
も
言
及
し
て
い

る。
こ
の
東
域
的
な
「
胸
中
の
竹
」
を
山
水
画
に
も
応
用
し
て
、
前
面
に
押
し
出
す

の
は
、

『宣
和
函
譜
』
山
水
序
論
で
あ
る
が
、
郵
椿
は
そ
こ
ま
で
重
要
視
し
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
宋
代
山
水
画
を
考
え
る
際
に
、
も
う
一
つ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

流
れ
、
即
ち
董
源

・
巨
然
か
ら
米
市
へ
と
い
う
系
統
に
つ
い
て
は
、
部
構
は
、
米

市
評

(巻一
ニ
)
に
お
い
て
、
「
無
一
筆
関
同
李
成
俗
気
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
画
史

の
記
述
の
引
き
写
し
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
山
水
画
に
関
し
て
は
、
都
椿
が
自
ら

述
べ
る
如
く
、
米
市
の
作
品
は
見
て
い
な
い
。
た
だ
、
米
友
仁
評
(
巻
二
一
)
で
は
、

天
機
超
逸
、
不
事
縄
墨
。
其
所
作
山
水
、
点
滴
煙
雲
、
草
草
而
成
、
而
不
失

天
真
、
其
風
気
肖
乃
翁
也
。

と
し
、
所
謂
米
市
の
い
う
「
平
淡
天
真
」
「
不
装
巧
趣
」

(画
史
)
を
受
け
て
語

っ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
そ
の
ま
ま
後
世
の
画
論
に
受
け
継
が

れ
て
い
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

⑮
嵩
山
集
に
は
、
題
画
詩
が
一
六
首
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
趨
令
穣
・
曹
仁
照

(図

画
見
聞
誌
巻
四
所
載
)
な
ど
の
、
部
椿
が
見
た
と
し
て
も
採
用
さ
れ
ぬ
も
の
も
あ

る
が
、
他
に
画
史
類
に
現
れ
ぬ
画
家
の
も
の
を
も
含
ん
で
い
る
。
部
椿
の
難
肋
集

を
材
料
に
し
た
伝
の
立
て
方
、
例
え
ば

李
遵
易
、
不
知
何
郡
人
、
無
処
ロ
有
政
画
魚
図
、
甚
詳
。

(巻
七
畜
獣
虫
色
…
)

段
吉
先
、
不
知
何
地
人
、
無
答
有
題
其
小
景
三
絶
。

(巻
七
小
景
雑
画
)

を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
二
人
に
関
し
て
郡
椿
は
、
晃
補
之
の
題
画
詩
以

外
に
何
ら
情
報
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
虫
魚

・
小
景
に
分
類
さ

れ
て
い
る
の
も
、
た
だ
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
絵
画
に
つ
い
て
、
た
ま
た
ま
題
画
詩
が

残
っ
て
い
る
と
い
う
だ
け
の
根
拠
し
か
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(れ
っ
き
と
し
た

詩
人
の
題
画
詩
を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
、
単
に
伝
聞
に
よ
る
も
の
に
比
べ
て
、
彼

ら
に
と
っ
て
「
意
味
」
な
い
し
「
確
実
性
」
の
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
疑

う
余
地
は
な
い
が
。)

つ
ま
り
、
他
に
何
の
資
料
が
な
く
と
も
、

一
つ
の
題
画
詩
が

あ
る
こ
と
は
、
部
椿
に
と
っ
て
貴
重
な
資
料
と
し
て

『画
継
』
に
立
伝
す
る
の
に

十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
事
に
一
首
も
採

用
さ
れ
ぬ
の
は
、
こ
の
十
首
に
現
れ
た
画
家
た
ち
が
、
す
べ
て
照
寧
以
前
の
画
家

で
あ
る
か
、
都
椿
が
嵩
山
集
を
見
て
い
な
い
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
り
、
お
そ
ら
く

は
後
者
の
推
測
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

(な
お
、

『画
継
』
巻
三
蘇
過
の
伝
に
部



椿
は
晃
以
道
誌
其
墓
と
し
て
晃
説
之
作
の
墓
誌
銘
を
引
く
。
こ
の
蘇
過
の
墓
誌
銘

は
、
日
高
山
集
巻
二
十
に
、
「
宋
故
直
郎
眉
山
蘇
叔
党
墓
誌
銘
」
と
し
て
載
っ
て
い
る

が
、
郵
椿
の
引
く
部
分
は
嵩
山
集
本
に
は
出
て
こ
な
い
。
ま
た
、
斜
川
集
付
録
に

引
く
蘇
過
の
墓
誌
銘
は
、
嵩
山
集
本
の
後
半
部
を
欠
く
不
全
な
も
の
で
あ
る
。
部

椿
が
何
に
拠
っ
た
の
か
は
未
詳
。
)

⑪

『画
鑑
』
の
記
事
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

当
時
承
平
之
盛
、
四
方
貢
献
珍
禽
異
石
奇
花
佳
果
無
虚
日
、
徽
宗
乃
作
冊
図

写
、
毎

一
枝
二
菜
、
十
五
版
作
一

冊、

名
目
宣
和
香
覧
集
、
累
至
数
百
及
千

絵
冊
。

(
一
九
九
五

・
十
・

三
一
)

部椿 『画継』小考183 
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